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徳
島
県
知
事
表
彰

▼
山
内
浩
三
（
富
岡
分
団
）
▼
遠

藤
和
夫
（
中
野
島
分
団
）
▼
藤
川

英
明
（
宝
田
分
団
）
▼
澤
井
孝
史
・

澤
田
長
彦
（
以
上
長
生
分
団
）
▼

森
本
正
明
・
三
木　

晃
（
以
上
大

野
分
団
）
▼
山
本
健
司
（
加
茂
谷

分
団
）
▼
浅
田
和
義
（
見
能
林
分

団
）
▼
松
田
浩
明
（
橘
分
団
）
▼

井
上
利
宜
・
南　

裕
二
（
以
上
桑

野
分
団
）
▼
谷
口
文
昭
・
四
宮
照

造
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
井
坂
利

章（
福
井
分
団
）▼
斎
藤
誠
二（
椿

分
団
）
▼
橋
本
剛
人
・
鈴
江
敏
宏

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
池
添
敬

介
（
羽
ノ
浦
分
団
）
▼
數
延
昌
明
・

藤
倉
和
一
（
消
防
本
部
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

▼
近
藤
良
行
（
富
岡
分
団
）
▼
遠

藤
和
夫
（
中
野
島
分
団
）
▼
鎌
田

幸
雄
（
宝
田
分
団
）
▼
松
田　

諭

（
長
生
分
団
）
▼
中
道
信
弘
（
大

野
分
団
）
▼
岩
田
浩
文
（
加
茂
谷

分
団
）
▼
来
宝
浩
資
（
見
能
林
分

団
）
▼
松
田
浩
明
（
橘
分
団
）
▼

青
木
孝
文
・
江
本
幸
吉
（
以
上
桑

野
分
団
）
▼
森　

稔
則
（
新
野
分

団
）
▼
三
間
泰
裕
・
阿
部
正
彦
（
以

上
福
井
分
団
）
▼
折
野　

靖
（
椿

分
団
）
▼
福
岡
泰
行
・
玉
西
隆
治

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
池
添
敬

介
（
羽
ノ
浦
分
団
）

【
精
績
章
】

▼
矢
野
明
人
・
品
川
宜
丈
・
佐
野

大
造
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
山
本

竜
次
（
中
野
島
分
団
）
▼
島
野
恭

行
（
宝
田
分
団
）
▼
清　

利
彦
・

山
川　

力
・
中
村
武
康
（
以
上
長

生
分
団
）
▼
堺　

和
義
・
井
口
浩

明
・
小
谷
泉
司
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
吉
川　

登
・
佐
竹
信
夫
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
横
手
律
雄
・
栗

飯
原
美
雄
（
以
上
見
能
林
分
団
）

▼
木
本
哲
也
（
橘
分
団
）
▼
紅
露

国
明
・
原
田
嘉
晃
・
南　

裕
二
（
以

上
桑
野
分
団
）
▼
西
中
敬
治
・
青

江
德
訓
・
久
礼
羽　

哲
（
以
上
新

野
分
団
）
▼
阿
部
治
義
（
福
井
分

式辞を述べ敬礼する岩浅市長

　

阿
南
市
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ

の
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
訓
練

で
培
わ
れ
た
操
法
技
術
は
県
下
一
と
も
い
わ
れ
、
私

た
ち
市
民
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
。

　

去
る
１
月
６
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
阿
南
市
消
防
出
初

式
が
行
わ
れ
、
約
５
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消
防
職

員
が
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に

功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
、
表
彰
状
と
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

�

（
１
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員
数
１
４
５
８
人
）

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
消
防
団

磨
か
れ
た

　
操
法
技
術
は
県
下
一
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団
）
▼
坂
本
惠
宏
・
斎
藤
健
司
・

蟻
馬
幸
治
（
以
上
椿
分
団
）
▼
葉

久
將
利
・
西
森
裕
通
・
太
田　

茂

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
幸
坂
恒

春
・
竹
治
裕
彦
・
丈
池
義
浩
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
特
別
表
彰

▼
第
23
回
全
国
消
防
操
法
大
会
出
場

小
型
ポ
ン
プ
の
部

加
茂
谷
分
団
第
６
班

優
秀
選
手
賞　

原　

誠
一
（
３
番
員
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
細
川
敦
士
・
三
村　

治
・
谷
口

卓
・
中
澤
浩
司
・
浦
川
浩
明
・
田

上　

守
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
稲

原　

亮
・
笠
原　

健
・
吉
成
修
一

（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼
島
野
恭

行
（
宝
田
分
団
）
▼
浦
川
敬
弘
・

本
庄
潤
治
・
阪
野　

博
・
池
添
勇

人
・
富
永
信
行
（
以
上
長
生
分
団
）

▼
茶
山
博
史
・
服
部　

勝
（
以
上

大
野
分
団
）
▼
福
岡
正
義
・
片
山

司
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
新
居

孝
司
・
長
野
純
也
・
中
川　

薫
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
阿
地
輝
朗
・

村
上
義
樹
・
穐
田
一
郎
（
以
上
桑

野
分
団
）
▼
池
田
修
司
・
岩
尾
将

彦
・
田
中
賢
一
（
以
上
新
野
分
団
）

▼
是
松　

悟
・
清
水
光
夫
・
阿
部

真
一
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
田
井

俊
広
・
寺
内　

靖
・
米
山
博
城
（
以

上
椿
分
団
）
▼
マ
ア
テ
ィ
ニ
ア

テ
ィ
四
宮
ア
ン
ト
ニ
ー
・
坪
井
研

二
・
久
賀
正
晴
・
大
磯
浩
範
・
佐

川
啓
二
・
村
上
浩
之
（
以
上
那
賀

川
分
団
）
▼
池
田
有
史
・
新
田　

優
・
八
原
孝
一
・
龍
田
昌
浩
・
千

里
泰
三
・
森
口
洋
史
・
竹
治
一
也
・

古
村
一
彦
・
湯
浅
貴
仁
（
以
上
羽

ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
槌
谷
篤
司
・
清
原
大
輔
・
篠
原

第23回全国消防操法大会に出場して

� 加茂谷分団第６班（３番員担当） 　原　誠一さん�　�
　今を去ること、平成20年の決して忘れることのない夏。
全国大会出場を目標に練習を重ねて、そして敗れた県大会。
あれから４年、あんなに悔しい思いは二度とするものかと、
加茂谷分団第６班全員が団結し、目標を全国大会出場から
入賞へ、そして優勝へと、さらなる高みをめざして打ち込
んだ数カ月は、何とも言えないほど充実した毎日でした。
　最初、選手として練習に明け暮れた頃は４年前のリベン
ジという思いが強くありましたが、いつの頃からか選手の
間には、自分たちを徳島一、日本一のチームにしようと、
休日や夜間を問わず、時間や労力を惜しまずに応援してく
れた部長や班長への恩返しのために、結果を出すことこそ
全員への恩返しだという思いが生まれ、合言葉の一つとな
りました。
　我々消防団員は、地域住民の安全安心を守ることが使命
ですが、世代も仕事も違う男たちが集まり、一つのことを
めざして心を熱くさせてくれるのが消防操法だと思います。
　全国大会へ出場したことで、わが第６班の団結力はさら
に強くなり、消防団としての大きなレベルアップになった
と思います。惜しくも入賞できませんでしたが、望外の結
果として小型ポンプの部で３番員として優秀選手賞に輝い
たことは大変うれしく、光栄なことです。そして「もう少し」
の悔しさと「やればできる」の手応えは関係者全員の胸に
刻まれたと思います。今回の経験を２年後、４年後の選手
に伝え、また全員で全国大会に行けるように頑張っていこ
うと思います。
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弘
樹
・
四
宮
淳
一
・
池
田
瑞
穂
（
以

上
富
岡
分
団
）
▼
数
藤
充
昭
・
湯

浅
貴
哉
・
谷
山
法
彦
・
宮
崎
恭
輔
・

岡
本
善
和
・
勝
瀬
琢
美
・
石
川
祥

教
・
久
積
宣
仁
・
芝
山
大
輔
（
以

上
長
生
分
団
）
▼
岡　

浩
介
・
中

道
和
弥
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
森

政
行
・
松
崎　

崇
・
奥
田
和
也
・

谷　

真
澄
・
小
久
見
雄
一
・
片
山

武
紀
・
安
富
幸
多
・
谷　

健
太
朗
・

亀
島
正
章
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

▼
杉
本　

仁
・
佐
野　

勇
・
大
下

富
貴
雄
・
芳
田
永
至
・
藤
枝
諭
史
・

山
川　

知
・
日
下
和
也
・
森　

丈

司
・
喜
多
條　

晃
（
以
上
見
能
林

分
団
）
▼
中
西　

睦
・
林　

忠
志

（
以
上
橘
分
団
）
▼
廣
野
照
大
・

宮
野
稔
大
・
岩
沙
達
矢
・
乾　

慎

司
・
乾　

洋
尚
（
以
上
新
野
分
団
）

▼
原
田
芳
文
・
満
石
卓
也
・
宮
田

雄
介
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
山
下

大
・
宮
崎
祥
太
・
池
内　

崇
・
武

田
紘
明
・
竹
内
政
文
・
谷
脇
康
史
・

小
川　

宏
・
今
瀬
秀
和
・
木
本
紀

生
（
以
上
椿
分
団
）
▼
武
智　

誠
・

湯
浅
美
知
宏
・
湯
浅
裕
司
（
以
上

那
賀
川
分
団
）
▼
児
島
雅
樹
・
竹

治　

敬
・
武
田　

啓
・
遠
野
洋
二

（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

【
功
績
章
】

▼
第
28
回
徳
島
県
消
防
操
法
大
会
入
賞

ポ
ン
プ
車
の
部　

優
勝　

加
茂
谷
分
団
第
７
班

日
下　

洋
・
谷　

健
太
朗
・
日
下

貴
善
・
大
越
陽
介
・
竹
路　

晃
・

森　

弘
幸　

小
型
ポ
ン
プ
の
部　

優
勝　

加
茂
谷
分
団
第
６
班

曽
我
井
和
朗
・
片
山　

修
・
片
山

正
樹
・
原　

誠
一
・
吉
岡　

睦

第
４
位　

加
茂
谷
分
団
第
１
班

幸
田
敏
宏
・
岸
本
博
秀
・
湯
浅
博

文
・
福
岡
貴
徳
・
松
崎
敏
宏

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
住
友
里
美
（
宝
田
分
団
）
▼
佐

竹
千
鶴
・
佐
々
木
奈
穂
美
・
森　

晴
美
・
湯
浅
舞
美
（
以
上
加
茂
谷

分
団
）
▼
西　

一
代
（
見
能
林
分

団
）
▼
中
原
友
子
（
新
野
分
団
）

▼
阿
部
富
美
子
（
福
井
分
団
）
▼

撫
養
作
美
・
安
井
千
秋
（
以
上
椿

分
団
）
▼
玉
西
志
摩
子
（
那
賀
川

分
団
）
▼
喜
田
美
千
代
・
多
田
公

美
子
・
大
下
礼
子
（
以
上
羽
ノ
浦

分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

【
年
間
無
火
災
】

▼
宝
田
分
団
▼
長
生
分
団
▼
加
茂

谷
分
団
▼
羽
ノ
浦
分
団

阿
南
市
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
佐
野
恵
子
・
山
本
美
穂
・
品
川

順
子
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
里
廣

理
恵
（
中
野
島
分
団
）
▼
新
居
登

美
子
（
宝
田
分
団
）
▼
久
積
弘
子
・

清　

惠
美
・
山
川
越
代
（
以
上
長

生
分
団
）
▼
中
道
裕
美
・
上
原
亜

紀
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
劉　

会

梅
・
湯
浅
信
二
・
谷
崎
洋
子
・
中

田
和
泉
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼

杉
本
美
智
子
・
来
宝
久
美
（
以
上

見
能
林
分
団
）
▼
谷
口
香
織
・
田

村
国
江
（
以
上
橘
分
団
）
▼
小
山

美
香
・
宮
本
眞
理
子
・
北
條　

泉

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
谷
口
和
子
・

四
宮
ひ
と
み
・
久
米
容
子
・
清
水

洋
美
・
鶴
羽
ひ
と
み
（
以
上
新
野

分
団
）
▼
三
間
さ
と
み
・
黒
川
久

代
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
鈴
江
照

代
・
鈴
木
恒
子
（
以
上
那
賀
川
分

団
）
▼
矢
部
志
保
（
羽
ノ
浦
分
団
）

【
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
】

▼
絹
川
榮
吉
・
松
島　

一
・
品
川

良
勝
・
伊
丹
隆
男
（
以
上
畭
町
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

【
防
犯
功
労
】

▼
羽
ノ
浦
分
団
▼
富
岡
分
団

　

昨
年
、
８
月
18
日
に
開
幕
し
ま

し
た
「
平
成
24
年
度
阿
南
市
体
育

祭
」
は
、12
月
９
日
の
剣
道
競
技
、

体
操
競
技
を
も
っ
て
全
日
程
（
20

競
技
）
が
終
了
し
ま
し
た
。
約

３
２
０
０
人
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
19
競
技
に
お
け
る
優
秀

者
お
よ
び
優
秀
団
体
が
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

�

※
カ
ッ
コ
内
は
所
属

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▼
中
学
男
子　

阿
井
・
表
原
（
阿

南
）
▼
同
女
子　

笠
谷
・
高
木
（
那

賀
川
）
▼
一
般
男
子　

富
田
・
大

橋
（
市
役
所
）
▼
成
年
男
子　

大

谷
・
谷
本
（
阿
南
ク
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
小
学
生
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス　

森

吉
瑛
里
子
（
横
見
）
▼
同
グ
リ
ー

ン
ク
ラ
ス　

岩
田　

準（
津
乃
峰
）

▼
中
学
女
子　

北
本
恵
理
奈
（
阿

南
）
▼
高
校
男
子
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ス　

谷　

俊
平
（
富
岡
西
）
▼
同

ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス　

古
川
敦
史

（
高
専
）
▼
同
女
子　

友
成
穂
乃

佳
（
富
岡
西
）
▼
一
般
男
子　

上

野
・
野
田
（
日
亜
・
ガ
ー
デ
ン
）

▼
同
女
子　

池
内
・
英
（
高
専
）

平成24年度  阿南市体育祭
優秀者・優秀団体発表

（敬称略）
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▼
シ
ニ
ア　

赤
チ
ー
ム

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
３
部　

林　

李
香
（
富
岡
東
中
）
▼
女
子
ダ
ブ

ル
ス
２
部　

天
羽
智
子
・
杉
本
奈

緒
子
▼
同
３
部　

露
口
璃
奈
・
露

口
瑠
奈
▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部

小
磯
和
弘
（
羽
ノ
浦
体
協
）
▼
同

２
部　

鈴
江　

理
（
日
亜
）
▼
同

３
部　

仲
尾
光
貴
（
高
専
）
▼
男

子
ダ
ブ
ル
ス　

小
川
浩
之
・
小
磯

和
弘
▼
同
３
部　

下
平
一
太
・
島

村
瞭
一

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

一
般
男
子　

ジ
ジ
ダ
ス

一
般
女
子　

松
島
ク
ラ
ブ

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

竹
の
子

【
サ
ッ
カ
ー
】

▼
Ｕ
12　

Ｆ
Ｃ
ソ
シ
オ
ス
▼
Ｕ
11

見
能
林
Ｆ
Ｃ
▼
Ｕ
10　

Ｆ
Ｃ
ソ
シ

オ
ス
▼
Ｕ
９　

橘
Ｉ
Ｓ
ク
ラ
ブ
▼

Ｕ
８　

羽
ノ
浦
ジ
ュ
ニ
ア

【
剣
道
】

▼
小
学
校
高
学
年
団
体　

徳
島
至

誠
館
▼
小
学
校
低
学
年
団
体　

徳

島
至
誠
館
▼
小
学
校
個
人　

大
山

詩
織
（
大
野
）
▼
中
学
校
男
子
団

体　

那
賀
川
中
学
校
▼
同
個
人　

服
部
比
加
留
（
阿
南
一
）
▼
中
学

校
女
子
団
体　

那
賀
川
中
学
校
▼

同
個
人　

丸
岡
由
里
奈（
富
岡
東
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

男
子　

中
野
島
体
協

女
子　

富
岡
体
協

【
銃
剣
道
】

▼
一
般　

佐
々
木
嘉
紀
▼
自
衛
隊

Ａ　

三
宮
英
充
▼
自
衛
隊
Ｂ　

大

矢
国
希
▼
短
剣　

鈴
江
俊
和

【
柔
道
】

▼
幼
児　

松
田
有
真
▼
小
学
１
年

斎
藤
真
希
▼
同
２
年　

福
本　

蒼

▼
同
３
年　

横
田
は
る
▼
同
４
年

四
宮
悠
一
郞
▼
同
６
年　

吉
田　

惠
▼
中
学
女
子　

延
口
美
咲
▼
高

校
・
一
般
（
有
段
）　

田
渕
顕
次

▼
同
（
団
体
）　

日
亜
化
学
工
業

㈱
▼
高
校
・
一
般
女
子　

井
本
友

子【相
撲
】

▼
小
学
校
男
子
団
体　

富
岡
Ａ
▼

同
女
子
団
体　

今
津
▼
小
４
年
男

子　

柳
本
晃
志
（
橘
）
▼
同
女
子

橋
本
夏
都
（
福
井
）
▼
小
５
年
男

子
Ａ　

高
原
正
直
（
富
岡
）
▼
同

男
子
Ｂ　

山
川
敬
博
（
長
生
）
▼

同
女
子　

藤
澤
結
菜
（
今
津
）
▼

小
６
年
男
子
Ａ　

今
川
怜
哉
（
中

野
島
）
▼
同
男
子
Ｂ　

橋
本　

洸

（
福
井
）
▼
同
女
子
Ａ　

原
田
秋

馨
（
中
野
島
）
▼
同
女
子
Ｂ　

岸

本
な
な
み
（
今
津
）
▼
中
学
団
体

阿
南
一
中
Ｂ
▼
中
学
１
年
生　

今

川
海
斗
（
阿
南
一
）
▼
中
学
２
年

生　

井
上
勇
太
（
阿
南
）
▼
中
学

３
年
生　

浅
田　

宰
（
阿
南
一
）

▼
中
学
総
合　

井
上
勇
太（
阿
南
）

【
軟
式
野
球
】

一
般　

長
生
体
協

壮
年　

桑
野
体
協

【
卓
球
】

男
子　

み
な
み
ク
ラ
ブ

女
子　

ほ
た
る
ク
ラ
ブ

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

男
子　

桑
野
ク
ラ
ブ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

三
枝
賀
代
子
（
羽

ノ
浦
Ｇ
Ｇ
）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

松
崎
キ
ミ
エ
（
午

尾
の
滝
）

【
体
操
】

幼
児　

▼
奨
励
賞　

山
澤
斉
周
・

川
田
愛
斗
・
木
田
愛
祐
・
中
谷
颯

志
・
山
上
璃
子

小
学
校
低
学
年　

▼
男
子
総
合　

田
村
光
輝
▼
同
マ
ッ
ト　

田
村
光

輝
▼
同
跳
び
箱　

田
村
光
輝
▼
同

鉄
棒　

田
村
光
輝
▼
同
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　

久
保
田
志
温
▼
女
子
総
合

松
下
菜
美
▼
同
マ
ッ
ト　

石
川
歩

佳
▼
同
跳
び
箱　

山
澤
舜
花
▼
同

鉄
棒　

山
澤
舜
花
▼
同
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　

松
下
菜
美

小
学
校
高
学
年　

▼
男
子
総
合　

仲
道
大
悟
▼
同
マ
ッ
ト　

仲
道
大

悟
▼
同
跳
び
箱　

仲
道
大
悟
▼
同

鉄
棒　

仲
道
大
悟
▼
同
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　

仲
道
大
悟
▼
女
子
総
合　

元
木
悠
乃
▼
同
マ
ッ
ト　

元
木
悠

乃
▼
同
跳
び
箱　

元
木
悠
乃
▼
同

鉄
棒　

仁
木
優
花
▼
同
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　

山
下
真
依

【
水
泳
】

自
由
形　

▼
小
１
～
３
年
男
子
25

ｍ　

朝
霧　

康
（
中
野
島
）
▼
同

女
子　

新
居
穂
香
（
富
岡
）
▼
同

男
子
50
ｍ　

廣
瀬
夏
那
太（
今
津
）

▼
同
女
子　

林　

怜
花（
中
野
島
）

▼
小
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

日
下

樹
（
長
生
）
▼
同
女
子　

増
井
樺

乃
（
中
野
島
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
今
津
）
▼
同
女
子

林　

理
紗
（
中
野
島
）
▼
中
学
男

子
50
ｍ　

山
口
敦
志
（
阿
南
）
▼

同
女
子　

原
田
一
葉
（
阿
南
）
▼

同
男
子
１
０
０
ｍ　

山
田
倖
平

（
阿
南
）
▼
一
般
男
子
25
ｍ　

島

田　

充
▼
同
50
ｍ　

辻　

真
集
▼

70
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

瀬
底
治
宣

平
泳
ぎ　

▼
小
１
～
３
年
男
子
25

ｍ　

廣
瀬
夏
那
太
（
今
津
）
▼
同

女
子　

友
成　

立
（
羽
ノ
浦
）
▼

同
女
子
50
ｍ　

友
成　

立
（
羽
ノ

浦
）
▼
小
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

小
島
健
太
郎
（
富
岡
）
▼
同
女
子

湯
浅
詩
音
（
富
岡
）
▼
同
男
子
50

ｍ　

小
島
健
太
郎
（
富
岡
）
▼
同

女
子　

湯
浅
詩
音
（
富
岡
）
▼
中

学
男
子
50
ｍ　

溝
木
隆
太（
阿
南
）

▼
同
女
子　

野
村
侑
香（
富
岡
東
）

▼
同
男
子
１
０
０
ｍ　

溝
木
隆
太

（
阿
南
）

背
泳
ぎ　

▼
小
１
～
３
年
男
子
25

ｍ　

島
田
遥
叶
（
今
津
）
▼
同
女

子　

立
石
友
莉
亜
（
今
津
）
▼
小

４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

森
岡
泰
人

（
富
岡
）
▼
同
女
子　

廣
瀬
颯
来

（
富
岡
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

村
上

喜
一
（
今
津
）
▼
同
女
子　

林　

理
紗
（
中
野
島
）
▼
中
学
男
子
50

ｍ　

山
田
倖
平
（
阿
南
）
▼
同
女

子　

大
迫
空
美
（
富
岡
東
）
▼
60

歳
以
上
男
子
25
ｍ　

大
津
行
春

バ
タ
フ
ラ
イ　

▼
小
１
～
３
年
女

子
25
ｍ　

林　

怜
花
（
中
野
島
）

▼
小
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

立
石

迅
一
郎
（
今
津
）
▼
同
女
子　

西

谷
優
花
（
羽
ノ
浦
）
▼
中
学
男
子

50
ｍ　

白
濱　

聖
（
阿
南
）
▼
同

女
子　

溝
木
綾
友
（
阿
南
）
▼
高

校
男
子
50
ｍ　

山
田
修
平
（
富
岡

西
）
▼
一
般
男
子
50
ｍ　

辻　

真

集個
人
メ
ド
レ
ー　

▼
小
４
～
６
年

女
子
１
０
０
ｍ　

橋
本
亜
季
（
宝

田
）
▼
高
校
男
子
２
０
０
ｍ　

山

田
修
平
（
富
岡
西
）

【
弓
道
】

団
体　

富
岡
東
Ａ

男
子　

中
川
寛
章

女
子　

米
田
若
菜

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】

▼
ラ
リ
ー
戦　

倉
敷
・
撫
養
・
玉

木
・
山
田
・
宝
・
西
田
組
▼
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
戦　

戸
井
健
治
・

大
平
冨
貴
子
▼
シ
ン
グ
ル
ス
１
部

阿
部
貴
司
▼
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　

宝　

礼
子
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去
る
１
月
13
日
、
阿
南
市
成
人

式
が
行
わ
れ
、
７
８
３
人
の
新
成

人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

私
は
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
を

前
に
し
て
、「
人
生
80
年
を
24
時

間
に
例
え
る
と
、
20
歳
は
朝
６

時
。
や
っ
と
目
覚
め
、
こ
れ
か
ら

身
づ
く
ろ
い
を
整
え
、
一
日
の
活

動
を
始
め
る
た
め
、
気
力
を
高
め

て
い
く
時
機
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
前
途
は
遠
大
に
感
じ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
人
生
80
年
は

２
万
９
２
０
０
日
で
あ
り
、
冷
静

に
考
え
る
と
、
長
い
よ
う
で
短
く

も
感
じ
ら
れ
る
。
生
き
る
こ
と
は

一
日
を
全
う
す
る
こ
と
。
日
々
の

一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
、
夢
に
向

か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
。」
そ
し

て
、〝
微
笑
め
ば
友
達
が
で
き
る
、

し
か
め
っ
面
を
す
れ
ば
し
わ
が
で

き
る
〟
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
作
家

ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
言
葉

を
引
用
し
、「
や
さ
し
さ
、
ほ
ほ

え
み
、
お
も
い
や
り
、
こ
の
３
つ

の
言
葉
を
大
切
に
、
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

20
歳
で
７
３
０
０
日
、
30
歳
で

１
万
９
５
０
日
、
40
歳
で
１
万
４

６
０
０
日
、
50
歳
で
１
万
８
２
５

０
日
、60
歳
で
２
万
１
９
０
０
日
、

70
歳
で
２
万
５
５
５
０
日
、
80
歳

で
２
万
９
２
０
０
日
、
90
歳
で
３

万
２
８
５
０
日
、
１
０
０
歳
で
３

万
６
５
０
０
日
…
。

　
「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、

行
か
ふ
年
も
又
旅
人
也
」
松
尾
芭

蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
あ
ま

り
に
有
名
な
序
文
の
一
節
で
す
。

月
日
は
永
遠
の
旅
人
で
あ
り
、
来

て
は
過
ぎ
る
年
も
ま
た
旅
人
の
よ

う
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

芭
蕉
の
１
日
当
た
り
の
歩
数
は

２
万
７
０
０
０
歩
。
１
日
４
万
歩

が
当
時
の
旅
行
者
の
平
均
で
し
た

が
、
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
そ
の
歩
数

は
３
割
ほ
ど
少
な
く
、
ゆ
っ
く
り

歩
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
芭

蕉
は
１
５
０
日
か
け
て
、
６
０
０

里
（
約
２
４
０
０
㌔
）
を
歩
い
た

そ
う
で
す
。

　
「
わ
れ
40
（
歳
）
に
し
て
初
め

て
惑
い
、
50
に
し
て
益
々
惑
い
、

60
に
し
て
惑
い
を
極
め
、
70
に
し

て
惑
い
を
楽
し
み
、
80
に
し
て
惑

い
を
悟
り
、
90
に
し
て
惑
い
を
終

わ
り
、
１
０
０
に
し
て
惑
わ
ず
」

（
創
業
し
た
太
陽
工
業
を
世
界
一

の
テ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に
育
て
た
能

村
龍
太
郎
氏
の
言
葉
）

　

平
成
25
年
１
月
16
日
現
在
、
阿

南
市
に
は
、
３
万
６
５
０
０
日

の
人
生
を
極
め
た
人
、
つ
ま
り

１
０
０
歳
以
上
の
方
が
42
人
（
男

性
４
人
、
女
性
38
人
）
お
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
「
今
日
は
残
り
の

人
生
の
最
初
の
日
」
と
思
い
、
充

実
し
た
〝
人
生
と
い
う
旅
〟
を
送

り
た
い
も
の
で
す
。

　
～ 

人
生
80
年
、
２
万
９
２
０
０
日 

～

市
税
お
よ
び
各
種
料
金
の

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税

お
よ
び
各
種
料
金
の
収
入
未
済
額

の
早
期
解
消
と
負
担
の
公
平
性
を

図
り
、
累
積
滞
納
額
の
縮
減
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の

日
程
に
よ
り
全
庁
一
斉
徴
収
お
よ

び
口
座
振
替
推
進
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

市
職
員
が
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
市
営
住

宅
使
用
料
、
水
道
料
金
、
下
水
道

使
用
料
等
、
集
落
排
水
処
理
施
設

使
用
料
、
保
育
料
等
の
一
斉
徴
収

と
、
市
税
の
口
座
振
替
推
進
の
た

め
に
訪
宅
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

期
間　

２
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

市
で
は
、
納
税
に
便
利
な
口
座

振
替
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

口
座
振
替
の
対
象
と
な
る
市
税

は
、
現
年
課
税
分
の
個
人
市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
を
開
設
し
て

い
る
金
融
機
関
で
、
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
す
。
な
お
、
申
込
み

時
に
は
、
通
帳
お
よ
び
そ
の
届
出

印
、
納
税
義
務
者
の
印
鑑
、
納
税

通
知
書
を
金
融
機
関
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
毎
月
15
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
月

末
の
納
期
限
分
か
ら
、
毎
月
16
日

以
降
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

方
は
翌
々
月
末
の
納
期
限
分
か
ら

口
座
振
替
が
開
始
と
な
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
な
お
、
後
期
高
齢
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
使
用
料

等
に
も
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
納
税
課
ま
た
は

取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

納
税
課
（
☎
22

‐
１
７
９
２
）
へ

第
21
回
阿
南
市
活
竹
祭

日
時　

３
月
２
日
㈯　

午
前
９
時

～
午
後
３
時
（
悪
天
候
時
は
３
日

㈰
に
順
延
）

場
所　

市
民
会
館
前
駐
車
場

内
容　

地
元
伝
統
芸
能
、
お
笑
い

笑シ
ョ
ー

タ
イ
ム
、
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊

の
演
奏
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
あ
な
ん
丼
、
活
竹
鍋
、
特
産

品
ま
つ
り
な
ど

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
市
活
竹
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光

労
政
課
内
☎
22
‐
３
２
９
０
）
へ
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事
務
補
助
員
（
臨
時
的
任
用
職
員
）

を
募
集

　

市
役
所
お
よ
び
関
係
機
関
に
お

い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職
員

の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格　

昭
和
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）

が
で
き
る
方

賃
金　

日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、１

月
29
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　

２
月
８
日
㈮
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　

筆
記
試
験
お
よ
び
小

作
文
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　

２
月
23
日
㈯

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

人

事
課
（
☎
22
‐
１
１
１
２
）
へ

ご
み
収
集
作
業
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）
を
募
集

応
募
資
格　

昭
和
26
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　

６
人

賃
金　

日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、１

月
29
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　

２
月
８
日
㈮
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　

面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　

２
月
17
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

人

事
課
（
☎
22
‐
１
１
１
２
）
へ

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
対
象
の

拡
大
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
４
月
診
療
分
か
ら
助

成
対
象
が
中
学
３
年
生
修
了
ま
で

と
な
り
ま
す
。　

４
月
か
ら
中
学
２
年
生
、
３
年
生

に
な
る
お
子
さ
ん
の
手
続
き

　

１
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す

関
係
書
類
を
ご
確
認
の
う
え
、
２

月
28
日
㈭
ま
で
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　

す
で
に
、「
受
給
者
証
」
を
お

持
ち
の
０
歳
～
小
学
６
年
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

保
険

年
金
課
（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合

は
、
診
療
月
の
約
２
カ
月
後
に
、

手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を

世
帯
主
の
方
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
通
知
が
届
い
た
ら
、
お
早
目

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申

請
期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
が
必
要
で
す
の
で
、
税
金
の
確

定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
を
行
う

場
合
は
、
先
に
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

•
世
帯
主
の
預
金
通
帳

•
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

•
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課　

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

野
球
の
ま
ち
阿
南

審
判
員
養
成
講
習
会

対
象　

高
校
生
以
上

日
時　

２
月
17
日
㈰　

午
前
９
時

～
正
午

場
所　

阿
南
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
雨
天
時
は
中
止
）

申
込
締
切
日　

２
月
12
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

野
球
の
ま
ち
推
進
課
（
☎
22
‐

１
２
９
７
）
へ

第
６
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　

２
月
26
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚

室講
師　

㈶
徳
島
県
国
際
交
流
協
会

派
遣
講
師　

四
宮
ア
ン
ト
ニ
ー
さ

ん
・
季　

錚
さ
ん

テ
ー
マ　
「
日
本
の
文
化
・
伝
統

に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

※
託
児
所
の
利
用
は
２
月
19
日
㈫

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ

シ
リ
ー
ズ

環
境
と
く
ら
し

ご
み
の
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
「
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
野

外
焼
却
で
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

野
外
で
の
焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ

ク
積
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

は
野
焼
き
と
同
じ
で
す
。
一
般
廃
棄

物
の
焼
却
は
法
律
に
従
っ
て
廃
棄
物

焼
却
炉
の
新
基
準
に
適
合
し
た
温

度
管
理
の
で
き
る
焼
却
炉
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
、
昔
な
が
ら
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
や
、
風

俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却
は
、
周

囲
の
環
境
衛
生
上
問
題
に
な
ら
な
い

範
囲
で
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ご
み
は
燃
や
さ
ず
に
、
分
別
し
て
収

集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
で
剪せ

ん

定て
い

し
た
枝
は
短
く
切
っ

て
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ

う
。
燃
や
す
と
悪
臭
で
近
所
の
迷
惑

に
な
る
だ
け
で
な
く
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ
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明
谷
梅
林
ま
つ
り

開
園
期
間

２
月
３
日
㈰
～
３
月
20
日
㈷

開
園
式

日
時　
２
月
３
日
㈰�
午
前
10
時
～

場
所　

明
谷
梅
林
売
店
前

※
有
料
駐
車
場
（
１
台
５
０
０
円
・

20
台
駐
車
可
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22
‐
３
２
９
０
）
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

外
国
通
貨
の
取
引
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　

国
内
で
は
換
金
が
困
難
な
外
国

通
貨（
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
、ス
ー

ダ
ン
ポ
ン
ド
）
な
ど
の
購
入
を
消

費
者
に
持
ち
か
け
る
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

勧
誘
の
手
口
は
、「
以
前
購
入

し
た
未
公
開
株
や
社
債
を
買
い
取

る
代
わ
り
に
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
を

買
っ
て
ほ
し
い
」「
あ
と
で
２
倍

の
値
段
で
買
い
取
る
」「
両
替
し

て
お
け
ば
高
値
が
つ
く
の
で
も
う

か
る
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
劇
場

型
勧
誘
」
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

な
か
に
は
、
実
在
す
る
金
融
機

関
や
公
的
機
関
、
法
律
事
務
所
を

名
乗
っ
て
消
費
者
を
信
用
さ
せ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
買
い
取
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
し
ば
ら
く
し

て
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る

場
合
が
多
い
の
で
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
24
‐
３
２
５
１
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

忘
れ
な
い
で
！

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
安
全
な
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

•
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道

　

は
例
外

•
車
道
は
左
側
を
通
行

•
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　

寄
り
を
徐
行
し
て
通
行

•
交
通
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

•
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

●阿南署管内平成24年12月分合計
※カッコ内は平成24年１月からの累計

交通
事故

件　　数 237件 （2,684）

死　　者 1人 （3）

負 傷 者 27人 （359）

救急
件　　数 304件 （3,270）

搬送人員 285人 （3,140）

火災
件　　数 2件 （32）

損 害 額 0千円（16,013千円）

あぶない！こんなに事故が

○野球観光ツアー
　２月23日㈯　13：00 〜
　税務研究会（東京都）

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ

■展示コーナー
　10：00 ～ 20：00 ※最終日は15時まで

○ガラス　二人展
　５日㈫～ 17日㈰
○墨絵展　１９日㈫～３月３日㈰

■体験コーナー　   　
○とんぼ玉を使った
　ストラップ・アクセサリー
　９日㈯　13：０0 ～ 15：00
　【参加費】５00円　
　【定員】１５人　
　【申込締切日】７日㈭

のまちステーションプラザ 

２月の催し

阿波踊り活竹人形作り、星形
あんどん作り　常時開催中‼

問い合わせは　
光のまちステーションプラザ

（☎ 24－3141）へ

  

分
科
会
活
動
の
紹
介 

⑴

「
介
護
・
地
域
医
療
」
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　

�

斎　

芳
宏
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

　

少
子
高
齢
化
と
核
家
族
の
増
加
に
よ
り
、
在
宅
で

の
介
護
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で

介
護
を
担
う
こ
と
の
少
な
か
っ
た
男
性
に
そ
の
役
割

が
求
め
ら
れ
、
慣
れ
な
い
介
護
に
過
剰
な
ス
ト
レ
ス

が
か
か
り
、
な
か
に
は
高
齢
者
虐
待
な
ど
の
問
題
も

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
協
働
で
多
く

の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
全
国
各
地
か
ら

の
参
加
者
の
み
な
さ
ん

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
な
ど
、
一
緒
に
考

え
、
具
体
的
な
解
決
策

を
発
信
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
に
懸
垂
幕
を
設
置

　

日
本
女
性
会
議
開
催
に
向
け
て
の
機
運
の
高
揚
と

大
会
の
成
功
を
祈
り
、
市
で
は
市
役
所
庁
舎
に
懸
垂

幕
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参

画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
24

‐
３
７
５
０
）
へ

分科会の様子

○映画「モンゴル野球青春記」撮影
　１日㈯ 〜５日㈬　8：30 〜
○阿南高校新人交流戦　
　８日㈯・９日㈰　8：30 〜
○四国アイランドリーグプラス公式戦
　16日㈰　18：00 〜　徳島VS高知

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ
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阿
南
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
相
談
会
場
（
署
外
会
場
）

の
案
内

　

税
務
署
に
お
け
る
所
得
税
、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消
費

税
を
含
む
）
お
よ
び
贈
与
税
の
申

告
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

場
所　

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

２
階　

展
示
ホ
ー
ル

期
間　

２
月
１
日
㈮
～
３
月
15
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

除
く
）

※
こ
の
期
間
は
、
阿
南
税
務
署
内

に
は
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
付

を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

記
帳
義
務
の
拡
大

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山

林
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円

を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い

た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
制
度

が
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
は
事
業

所
得
等
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う

す
べ
て
の
方
（
所
得
税
の
申
告
の

必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま
す
）
に

そ
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス　

http://w
w
w.nta.go.jp

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　

平
成
24
年
中
に
財
産
の
贈
与
を

受
け
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
２

月
１
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈮
ま
で

に
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
が
必
要

で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
分
か
ら
贈
与

税
の
申
告
に
つ
い
て
も
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
に
よ
る
申
告
が
可
能
で
す
。

（
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
な
方
）

•
１
１
０
万
円
を
超
え
る
財
産
の

　

贈
与
を
受
け
た
方

•
相
続
時
精
算
課
税
制
度
を
適
用

　

す
る
方

•
住
宅
取
得
等
資
金
の
非
課
税
制

　

度
（
住
宅
資
金
非
課
税
限
度
額

　

１
千
万
円
ま
た
は
１
５
０
０
万

　

円
）
を
適
用
す
る
方

•
配
偶
者
控
除
の
特
例（
配
偶
者

　

控
除
２
千
万
円
）を
適
用
す
る
方

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
税
務
署　

（
☎
22
‐
０
４
１
４
）
へ

  「
歴
史
の
道
」
と
は

　

古
来
よ
り
文
物
や
人
々
の
交
流
の
場
と
な
っ
た
道

は
、
地
域
の
発
展
に
多
く
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
時
代
と
と
も
に
道
の
姿
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す

が
、
沿
道
に
は
古
く
か
ら
の
文
化
・
生
活
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
文
化
的
な
素
材
が
多
く
残
る

道
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
道
の
沿
線
に
残
る
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
を
総
合
し
て
「
歴
史
の
道
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
「
歴
史
の
道
」
の
選
定
基
準
の
大
原
則
は
、
土
道
・

石
畳
道
・
道
形
な
ど
が
一
定
区
間
良
好
な
状
態
で

残
っ
て
い
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
古
道
と
し
て
の

景
観
が
よ
く
残
る
道
」
で
す
。
全
国
の
例
を
見
て
み

る
と
、
青
森
県
「
奥
州
街
道
」、
栃
木
県
「
日
光
杉

並
木
街
道
」、
長
野
県
「
中
山
道
」、
三
重
県
と
滋
賀

県
に
ま
た
が
る「
東
海
道
」、三
重
県
と
奈
良
県
の「
伊

勢
本
街
道
」、
三
重
県
と
奈
良
県
の「
熊
野
参
詣
道
」、

和
歌
山
県
「
高
野
山
参
詣
道
」、
島
根
県
「
石
見
銀

山
道
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
阿
南
市
の
「
阿
波
遍

路
道（
太
龍
寺
道
・
い
わ
や
道
・
平
等
寺
道
・
か
も
道
）」

も
ほ
か
の
「
歴
史
の
道
」
に
劣
ら
な
い
す
ば
ら
し
い

魅
力
を
持
っ
た
道
で
す
。

�　

本
年
10
月
に
阿
南
市
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
歴

史
の
道
会
議
」
で
は
、こ
れ
ら
全
国
の
「
歴
史
の
道
」

に
携
わ
る
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、「
歴
史
の
道
」の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
ま

す
。
他
県
の
先
進
的
な
活
用
事
例
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、「
歴
史
の
道
」
の
活
用
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

文
化
振
興
課
（
☎
22
‐
１
７
９
８
）
へ

日　時　３月23日㈯　18：00～21：00 （受付17：30）
場　所　ひまわり会館３階　グルメルーム
対　象　25歳以上45歳以下の独身男女
定　員　男性18人、女性18人（応募多数の場合は抽選）
参加費　男女とも2,000円（当日集金）
内　容　イタリアン料理作りを体験しながら恋活。
　　　　初心者の方も大歓迎！
募集期間　２月４日㈪～３月15日㈮
主　催　阿南 de 愛隊

申込み・問い合わせは
SUDATI ラボ

（☎088－612－7151）へ
メールアドレス　sudatilab10@gmail.com
※お申し込みの際に、住所・氏名・年齢・性別・連絡
先をお伝えください。

阿南 de愛隊が贈る恋活イベント

イタリアンクッキング de出逢いを！
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阿南市人権教育研究大会にご参加ください
　阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣　旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な
　　　　実践について研究する。
　
日　時　２月９日㈯　10：00～16：00（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および会場　
〈全体会〉　夢ホール（文化会館）　講演　演題　 不登校109日からの復活「奇

き

蹟
せき

の物語」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～命から絆を紡ぐ人権学習～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　 石井町高原小学校　教頭　島村　孝さん

※託児を希望される方は、２月４日㈪までに人権教育課へお申し込みください。
申込み・問い合わせは　人権教育課（☎ 22 － 3392）へ

〈分科会〉
会　　名 会　　場 研　　究　　概　　要

就 学 前 教 育 文化会館
２階　研修室

　就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性について、保護者・
地域への啓発や教育（保育）内容をどのように実践しているか。

小・中学校教育 富岡公民館
２階　ホール

　心豊かでたくましい阿南の子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のある PTA 活動を推進しよう。
　学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが叫ばれ
ています。PTA 活動や地域活動を中心とした子ども・教職員・家庭・地域
が連携した人権教育・啓発をどのように進めているか、参会者が思いを伝え
合う中で考えていきましょう。

高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間 A

　「身元調査お断り」ワッペン運動の輪をさらにひろげ、一人ひとりの人権
意識の高揚を図ろう。
　－身元調査と私たちのくらし－　
　高度情報化社会の到来により、たいへん便利になった反面、インターネッ
トをはじめ生活のあらゆる場面において人を傷つける情報も後を絶ちませ
ん。今一度、一人ひとりがしあわせに生きられるために、何をしなければな
らないか考えてみましょう。

社 会 教 育 文化会館
１階　視聴覚室

　人権を確立し、すべての人の命と健康が守られる社会を創ろう。
～相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生きる社会
づくりを進めよう～
　すべての市民が日常のさまざまな生活を「人権」と結びつけて考え、あら
ゆる差別や不合理を解消する取り組みを進めるための教育・啓発活動を共に
考えましょう。

企 業 ・ 職 域
ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ｂ・Ｃ

　市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り差別のない
明るい職場をつくろう。
　企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）を見直し、
強化することにより、企業人・社会人としての資質の向上をめざした実践活
動を推進しましょう。

行 政
ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

　公務員として要請されている課題と使命を十分認識し、常に人権の視点で
業務を遂行しているか。
　「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき「人権尊重のまちづくり」に
取り組んでいるか。
　人権教育・啓発の諸事業を通じて、関係機関・職場・地域との連携を密に
した実践活動を推進しているか。



ニュースオアシス

ママさんバレーボールと少年野球で
全国大会準優勝！
おめでとうございます

　12月４日～７日に愛知県一宮市で開催された「第２回全
国ママさんバレーボール大会冬季大会」に出場した親和ク
ラブ（羽ノ浦町）の皆さんが、Ａ～Ｄの４ブロックあるうち
のＣブロックで準優勝に輝きました。

　12月22日、23日に東京の明治神宮球場で開催された
「第６回全国学童軟式野球全国大会」に出場した桑野シル
バータイガースの皆さんが、準優勝に輝きました。

災害時における
水道施設応援協定を締結

　12月1日、市は、水道料金等に関する業務を委託してい
る株式会社ジェネッツと「水道施設の災害に伴う応援協定」
を締結しました。これにより、地震・津波・風水害等の大
規模災害で水道施設が被災した場合に、窓口対応や応急
給水活動などの支援を受けることができます。協定の有効
期間は平成27年3月31日までです。

県南部健康運動公園にテニス場が完成
県南のスポーツ振興の拠点として期待

　徳島県が整備する南部健康運動公園テニス場が完成
し、12月22日に完成記念式典が行われました。今回、新
たに整備されたのはオムニコート（砂入り人工芝生）４
面と観客席で、すでに使用開始している４面と合わせて
計８面になりました。式典で岩浅市長は「関係者の皆さ
んのご協力に感謝し、県南のスポーツ振興の拠点施設と
して大切に使わせていただきます。」とあいさつ。式典
の後、テープカットや打ち初めが行われました。阿南第
二中学校２年生コンビの山添凪乃さん（桑野町）と悦見
彩華さん（内原町）は、「新しいコートで１つでも多く
勝てるよう頑張りたいです。」と話していました。

元オリンピック出場選手「松野明美さん」
を招いて記念行事を開催

　新野体育協会が町内班別対抗で開催している駅伝大会
の40周年を記念して「松野明美さんといっしょに走ろ
う！」が１月14日に開催され、小学生から一般までの
約150人が、新野小学校周辺を周回する2.8㎞のコース
でランニングを楽しみました。
　また、新野公民館で行われた講演では約180人が参加
し、小学生の頃参加した町内陸上大会をきっかけに一番
をめざす人生を続けていた松野明美さんが、ダウン症の
次男の子育ての悩みや喜びを通して、人との競争ではな
く一番じゃなくてもいいと気づかされていった心の変化
を明るく元気に話していました。
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 ■ 一青　窈　ＴＯＵＲ（ツアー）２０１３
 　 「一挨一拶」 
「もらい泣き」や「ハナミズキ」
など数々のヒット曲をリリースした
一青�窈の全国ツアーを阿南市で
開催します。
日時　２月23日㈯
　　　18：00開演（17：30開場）
場所　市民会館　大ホール
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

 ■ 夢ホール　ホワイエコンサート
 　 「こどもたちのための音楽会」
日時　2月16日㈯　14：00開演　　
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円（ワンドリンク付き）
仲良しチケット※前売りのみ（2人以上20％割引、5
人以上40％割引）
出演　井手端�聡（クラリネット）、久米�見奈子（マリンバ）、�
　　　西川�真央（ピアノ）
曲目　動物の謝肉祭、「となりのトトロ」メドレー、
　　　夢をかなえてドラえもん
チケット販売場所　文化会館
問い合わせは　文化会館（☎21‐0808）へ
　
 ■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会
日時　３月５日㈫　
　　　18：30開演（18：00開場）
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）
ゲスト　麻丘めぐみ
演奏曲目　ジムノベディ１番、カルメン組曲、
　　　　　影を慕いて、ポーリュシカポーレほか
入場料　2,500円（全席自由）
※当日は500円増しで、未就学児は入場できません。
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、
市民会館、小松島ミリカホール、平惣書店
問い合わせは　情報文化センター（☎44‐5000）へ

 ■ ＮＨＫラジオ「ラジオ深夜便のつどい」
 　 公開録音　観覧者募集について
日　時　３月２日㈯　13：30開演（13：00開場）�
場　所　夢ホール（文化会館）　入場料　無料
出演者　第１部「明日へのことば」講演会
　　　　　講師　浜内千波（料理研究家）
　　　　第２部「アンカーを囲むつどい」
　　　　　アンカー：明石　勇、石澤典夫
申込締切日　２月12日㈫�必着
※申込方法などくわしくはNHK徳島放送局ホーム
ページ「イベント情報」をご覧ください。　　
問い合わせは　NHK徳島放送局（☎088‐626‐5996）
または文化会館（☎21‐0808）へ

　

 ■ 劇団四季ミュージカル　「ガンバの大冒険」

日時　２月17日㈰
　　　19：00開演（18：30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
問い合わせは　情報文化センター（☎44‐5000）へ

 ■ PARTY GROOVE！～阿南ダンスフェスティバル～

 　 ワークショップと出演者募集
■ワークショップ　
　日時　３月９日㈯
•入門コース（初めてのヒップホップダンス）
　13：30～15：00　参加費1,000円（保険料含む）
•初級コース（経験者）
���15：30～17：00　参加費2,500円（保険料含む）
場所　夢ホール（文化会館）　視聴覚室
参加資格　小学３年生以上
定員　各コース50人（申込順）　
講師　ＳＡＫＵ
申込方法
３月５日㈫までに電子メールで、「①名前②年齢
③コース名④電話番号⑤住所」をお送りください。
メールアドレス　bunka@city.anan.tokushima.jp

■ダンスフェスティバル出演者募集
日時　3月10日㈰　14：00開演
場所　夢ホール（文化会館）
定員　16チーム（申込順）
申込方法
「①チーム名②代表者の氏名、電話番号、住所③
メンバー全員の氏名、ダンス名④ジャンル⑤音源
（CD）」を文化会館へ提出してください。（郵送可）
参加費　1人4,000円（入場チケット4枚付き）
申込締切日　2月24日㈰
ゲスト　ＤＯＮＵＴＳ、ＳＷＡＧＧＥＲＺ

申込み・問い合わせは　
〒774-0030�阿南市富岡町西池田135番地1
文化会館（☎21‐0808）へ

あなん
カルチャー
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阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

領
主
と
領
民
⑶

　

阿
南
市
の
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
末

期
ま
で
の
領
主
の
ほ
と
ん
ど
が
阿
波
国
人

外
、
つ
ま
り
「
占
領
軍
」
で
あ
っ
た
。
禄

高
も
だ
い
た
い
百
貫
か
ら
二
百
貫
程
度
の

小
領
主
で
、
独
立
し
て
行
動
す
る
こ
と
は

ま
ず
な
い
。
上
級
の
領
主
（
守
護
等
）
の

命
令
に
よ
っ
て
動
き
、
近
接
す
る
小
領
主

た
ち
と
連
合
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
天
正
十
年
土
佐
の
長
宗
我

部
元
親
が
海
部
か
ら
阿
波
へ
侵
略
し
て
く

る
と
、
ほ
と
ん
ど
抵
抗
ら
し
い
抵
抗
を
せ

ず
に
臣
従
、
多
く
の
領
主
は
三
好
氏
と
の

合
戦
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
多
く
の
者
は
天

正
十
年
八
月
二
十
七
日
の
中
富
川
（
藍
住

町
）
の
戦
い
で
戦
死
し
て
い
る
。

　

領
主
と
い
っ
て
も
禄
高
は
少
な
い
た
め

子
飼
い
の
家
来
も
少
な
い
。
い
ざ
戦
さ
と

な
る
と
領
民
、
ほ
と
ん
ど
百
姓
で
あ
る
が

そ
れ
ら
を
足
軽
、
人
夫
と
し
て
徴
発
。
多

く
が
討
死
あ
る
い
は
怪
我
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
生
活
の
保
障
は
な
く
遺
族
た
ち

は
生
活
に
困
窮
し
た
。

　

富
岡
周
辺
の
城
（
塁
・
砦
）

　

大
井
塁
（
服
部
塁
）
大
井
町
、服
部
氏
、

八
十
貫
（
一
説
に
百
二
十
貫
）。　

　

大
井
館　

大
井
町
、
福
良
氏
。

　

加
茂
塁
（
櫧か

し

山や
ま

城
）
加
茂
氏
（
阿
瀬
川

氏
・
湯
浅
氏
）
百
貫
。

　

吉
井
塁　

吉
井
町
、
吉
井
氏
（
阿
瀬
川

氏
の
一
族
）
百
貫
。

　

上
大
野
塁　

上
大
野
町
、
仁
木
氏
、

百
五
十
貫
。

　

中
大
野
塁　

中
大
野
町
、
仁
木
氏
。

　

竹
原
塁
（
五
ケ
庄
城
・
五
箇
庄
城
）
下

大
野
町
、
竹
原
氏
（
一
名
大
野
氏
）。

　

岡
塁　

上
中
町
、
岡
氏
。

　

本
庄
塁　

長
生
町
、本
庄
氏（
清
原
氏
）、

百
貫
。

　

西
潟
（
湯
）
塁　

長
生
町
、
東
条
氏
、

二
百
貫
。

　

宮
内
塁　

長
生
町
、宮
内
氏（
秋
元
氏
）、

百
貫
。

　

今
市
塁　

宝
田
町
、
宇
奈
瀬
氏
、
百
五

十
貫
。

　

井
関
谷
塁　

宝
田
町
、
猪
防
氏
。

　

牛
岐
城　

富
岡
町
、
安
宅
氏
、
周
参
見

氏
（
新
開
氏
）、
三
百
貫
。

　

土
井
宅
跡　

才
見
町
、
土
井
氏
。

　

大
潟
塁　

大
潟
町
、
四
宮
氏
。

　

桑
野
塁
（
栗
栖
城
）
桑
野
町
、東
条
氏
。

　

高
瀬
寺
塁
（
桑
野
塁
）
桑
野
町
、
桑
野

氏
（
佐
藤
氏
）、
二
百
貫
。

　

佐
渡
守
塁　

桑
野
町
、
東
条
氏
。

　

畑
山
塁　

桑
野
町
、
桑
野
氏
。

　

山
口
塁　

山
口
町
か
、
由
岐
氏
。

　

古
津
塁
（
平
島
塁
）
那
賀
川
町
、
藤
原

氏
（
足
利
氏
）。

　

今
津
塁　

那
賀
川
町
、
平
井
氏
。

　

中
庄
塁（
湯
浅
城
）羽
ノ
浦
町
、湯
浅
氏
。

　

岩
脇
塁　

羽
ノ
浦
町
、
三
枝
氏
（
尾
蘇

氏
）。

　

狭
い
土
地
に
三
十
近
い
城
（
塁
）
が
ひ

し
め
い
て
い
る
。

　

豊
臣
秀
吉
の
太
閣
検
地
に
よ
っ
て
貫
高

（
銭
）制
が
石
高（
米
）制
に
代
わ
っ
た
が
、

一
貫
を
三
石
あ
る
い
は
五
石
く
ら
い
と
の

説
が
有
力
だ
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は

分
か
っ
て
い
な
い
。

西潟城跡

〈
其
の
83
〉

http://ananscience.jp/science/

問
い
合
わ
せ
は　

科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日
　

４
日
㈪
、
12
日
㈫
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム  （
無
料
）

日
時　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分

～
、
３
時
～
の
２
回

内
容
「
今
夜
の
星
空
と
宇
宙
の
広
が
り
の
お

話
」

　

当
日
の
星
空
を
ご
案
内
し
た
後
、
最
新
の

デ
ー
タ
を
基
に
作
ら
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
駆
使
し
て
、
皆
さ
ん
を

宇
宙
旅
行
に
お
連
れ
し
ま
す
。

　
科
学
の
広
場　
（
無
料
）　

　

遊
び
な
が
ら
科
学
を
学
べ
る
子
ど
も
向
け

の
催
し
で
す
。

日
時　

２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

内
容　
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
魚
釣
り
」

お
も
し
ろ
実
験　
（
無
料
）　

日
時　

土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

※
内
容
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
「
第

59
回
徳
島
駅
伝
」
が
１
月
４
日
か
ら
３

日
間
開
催
さ
れ
、
16
郡
市
の
ラ
ン
ナ
ー

が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
奪
取

に
挑
ん
だ
阿
南
市
で
し
た
が
、
結
果
は

６
位
。
た
だ
、
上
位
３
チ
ー
ム
と
は
僅

差
で
、
来
年
で
の
巻
き
返
し
を
誓
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
駅
伝
は
、
３
位
美
馬
市
と
６

位
阿
南
市
と
の
タ
イ
ム
差
、
８
分
21
秒

内
に
、
板
野
郡
と
小
松
島
市
の
４
チ
ー

ム
が
ひ
し
め
く
熾し

烈れ
つ

な
３
位
争
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
阿
南
市
は
、
期

待
の
選
手
が
十
分
な
力
を
発
揮
で
き
な

い
中
で
も
、
一
昨
年
（
南
方
那
賀
コ
ー

ス
の
３
日
間
）
の
総
合
タ
イ
ム
を
22
秒

上
回
る
な
ど
総
合
力
で
カ
バ
ー
。
解
団

式
で
岩
浅
市
長
は
、
選
手
全
員
の
健
闘

を
た
た
え
た
う
え
で
、「
団
結
力
を
さ

ら
に
高
め
、
来
る
60
回
記
念
大
会
で
雪

辱
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。」
と
激
励
。

林
監
督
は
「
１
つ
の
レ
ー
ス
の
終
わ
り

は
次
の
レ
ー
ス
の
始
ま
り
。
選
手
の
強

化
策
を
練
り
直
し
、
さ
ら
な
る
チ
ー
ム

強
化
に
努
め
た
い
。」
と
、
リ
ベ
ン
ジ

へ
の
号
砲
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
「
歓
喜
の
ゴ
ー
ル
で
息
子
を
抱
き
か

か
え
た
い
。」（
武
谷
主
将
）「
数
藤
選

手
と
岩
浅
選
手
と
の
大
学
生
ト
リ
オ
で

区
間
賞
と
女
子
総
合
優
勝
を
取
り
ま

す
。」（
折
野
選
手
）「
高
校
男
子
で
５

つ
の
区
間
賞
を
取
り
ま
す
。」（
大
羽
選

手
）「
先
生
の
応
援
が
う
れ
し
か
っ
た
。

来
年
も
チ
ー
ム
の
力
に
な
り
た
い
で

す
。」（
助
田
選
手
）

　

リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
選
手
た
ち
の
力

強
い
言
葉
と
と
も
に
、
今
年
の
レ
ー
ス

を
写
真
で
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
南
市

　
６
位
入
賞
!
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年
号

阿
南
市
の
あ
ゆ
み

旧
那
賀
川
町
の
あ
ゆ
み

　

旧
羽
ノ
浦
町
の
あ
ゆ
み

33
年

●
市
制
施
行
（
人
口
６
万
２
３
７
４
人
）

●
初
代
市
長
に
澤
田　

紋
氏
が
就
任

●
市
章
制
定

〈
昭
和
31
年　

町
制
施
行
〉

　

初
代
町
長　

宮
本
治
平
氏

〈
大
正
７
年　

町
制
施
行
〉

　

初
代
町
長　

谷　

六
三
郎
氏

　

２
代
町
長　

貴
田
文
治
郎
氏

　

３
代
町
長　

阿
部
源
吉
氏

　

４
代
町
長　

有
吉　

豊
氏

34
年

●
神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工
場
操
業
開
始

●
２
代
町
長
に
花
岡
正
義
氏
が
就
任

●
那
賀
川
北
保
育
所
開
所

●
那
賀
川
幼
稚
園
開
園

●
５
代
町
長
に
松
原
清
五
郎
氏
が
就
任

35
年

●
東
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
平
島
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

●
敬
老
年
金
条
例
制
定

●
羽
浦
中
学
校
体
育
館
完
成

●
羽
ノ
浦
町
商
工
会
設
立

36
年

●
東
福
寺
裏
山
に
国
高
山
古
墳
発
見

●
市
制
施
行
３
周
年
記
念
式
典
開
催

●
那
賀
川
町
商
工
会
設
立

37
年

●
県
立
阿
南
工
業
高
等
学
校
開
校

●
阿
南
第
一
中
学
校
創
立

●
今
津
小
学
校
体
育
館
完
成

38
年

●
国
立
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
開
校

●
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
開
催

●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

●
四
国
電
力
㈱
新
徳
島
発
電
所
運
転
開
始

●
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
開
業

●
町
営
赤
池
住
宅
完
成

39
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
設
立　

●
新
産
業
都
市
指
定

●
阿
南
市
森
林
組
合
設
立

●
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定

●
阿
南
商
工
会
議
所
設
立

●
平
島
中
学
校
体
育
館
完
成

●
牟
岐
線
西
原
駅
開
業

40
年

●
富
岡
町
に
消
防
本
部
・
消
防
署
を
設
置

●
県
立
阿
南
職
業
訓
練
所
完
成

●
小
松
島
航
空
隊
那
賀
川
送
信
所
開
設

41
年

●
市
役
所
庁
舎
完
成

●「
阿
南
市
民
の
歌
」
制
定

●
今
津
漁
港
物
上
げ
場
災
害
復
旧
工
事
完
了

●
役
場
庁
舎
完
成

●
町
章
制
定

42
年

●
阿
南
中
学
校
創
立

●
県
道
椿
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
津
峯
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

●
阿
南
市
史 

発
行

●
３
代
町
長
に
橋
本 

久
氏
が
就
任

●
支
所
廃
止

●
６
代
町
長
に
松
崎
一
行
氏
が
就
任

43
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
し
尿
処
理
場
」
完
成

●
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
海
洋
セ
ン
タ
ー
開
場

●
紅
露
み
つ
氏
（
女
性
初
の
国
会
議
員
）
に

　

名
誉
市
民
章
を
贈
る

●
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
開
催

●
役
場
庁
舎
完
成

●
町
章
制
定

●
羽
浦
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

44
年

●
日
本
電
工
㈱
徳
島
工
場
操
業
開
始

●
阿
南
合
同
庁
舎
完
成

●「
阿
南
市
民
憲
章
」
制
定

●
平
島
中
学
校
、
今
津
中
学
校
廃
校

●
那
賀
川
診
療
所
開
設

●
国
道
バ
イ
パ
ス
開
通

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

45
年

●
阿
南
中
学
校
新
校
舎
・
富
岡
保
育
所
完
成

●
県
営
阿
南
工
業
用
水
道
給
水
開
始

●
２
代
市
長
に
渡
辺
浩
之
氏
が
就
任

●
那
賀
川
中
学
校
創
立

●
那
賀
川
児
童
公
園
完
成

●
県
営
春
日
野
団
地
起
工
式

●
さ
く
ら
保
育
園
完
成

●
岩
脇
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

46
年

●
富
岡
橋
開
通

●
県
営
辰
巳
工
業
団
地
造
成
工
事
完
了

●
４
代
町
長
に
島
田
好
一
氏
が
就
任

●
那
賀
川
中
学
校
・
幼
稚
園
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

●
都
市
計
画
区
域
の
指
定

47
年

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
南
荘
完
成

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
阿
南
商
工
会
議
所
会
館
完
成

●
第
1
回
阿
南
市
文
化
祭
開
催

●
那
賀
川
町
基
本
構
想
制
定

●
町
民
プ
ー
ル
開
設

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

48
年

●
市
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
開
催

●
商
工
会
館
完
成

●
中
島
保
育
所
・
大
京
原
保
育
所
完
成

●
岩
脇
小
学
校
体
育
館
完
成

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
る

49
年

●
阿
南
市
民
会
館
開
館

●
第
１
回
青
空
市
開
催

●
大
京
原
橋
（
抜
水
橋
）
完
成

●
那
賀
川
町
上
水
道
工
事
完
成

●
町
民
セ
ン
タ
ー
・
今
津
保
育
所
完
成

●
こ
ば
と
保
育
園
完
成

●
春
日
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

50
年

●
阿
南
消
防
組
合
設
立

●
３
代
市
長
に
吉
原　

薫
氏
が
就
任

●
平
島
上
保
育
所
完
成

●
大
京
原
、
中
島
簡
易
水
道
完
成

●
老
人
憩
の
家
「
千
歳
城
」
完
成

51
年

●
橘
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
那
賀
川
北
保
育
所
完
成

●
く
る
み
保
育
園
、
す
み
れ
保
育
園
、
羽
ノ
浦
町
民
武

　

道
館
、
羽
ノ
浦
北
児
童
館
、
羽
浦
小
学
校
プ
ー
ル
、

　

羽
ノ
浦
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

52
年

●
加
茂
谷
橋
開
通
（
楠
根
の
渡
し
船
廃
止
）

●
新
野
町
に
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

●
平
島
小
学
校
新
校
舎
完
成
・
体
育
館
改
築

●
羽
ノ
浦
南
児
童
館
完
成

●
春
日
野
老
人
憩
の
家
完
成

53
年

●
阿
南
第
二
中
学
校
創
立

●
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
開
催

●
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
那
賀
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
・
艇
庫

　

完
成

●
羽
ノ
浦
総
合
国
民
体
育
館
、
さ
く
ら
児
童
館
完
成

●
町
の
木
「
泰
山
木
」・
町
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
制
定

54
年

●
阿
南
市
民
合
唱
団
第
１
回
定
期
演
奏
会
開
催

●
阿
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
開
場
（
18
ホ
ー
ル
）

●
今
津
小
学
校
新
校
舎
・
プ
ー
ル
完
成

●
働
く
婦
人
の
家
完
成

●
中
央
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成

55
年

●
全
国
高
校
総
体
「
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
」
開
催

●
十
八
女
大
橋
開
通
（
十
八
女
の
渡
し
船
廃
止
）

●
今
津
公
民
館
新
築
移
転

●
羽
ノ
浦
西
児
童
館
完
成

●
羽
浦
中
学
校
調
理
場
完
成

56
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
北
出
張
所
」
完
成

●
阿
南
市
立
図
書
館
完
成

●
町
の
「
歌
」、「
那
賀
川
音
頭
」
制
定

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
千
歳
荘
」
完
成

57
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
南
出
張
所
」
完
成

●
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
阿
南
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成

●
葬
斎
場
完
成

●
島
尻
地
区
ほ
場
整
備
事
業
完
了

●
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

58
年

●
市
制
施
行
25
周
年
記
念
式
典
開
催

●
水
野
雄
仁
氏
が
読
売
巨
人
軍
と
入
団
契
約

●
第
１
回
那
賀
川
夏
ま
つ
り
開
催

●
川
北
地
区
大
規
模
湛
水
防
除
事
業
完
了

●
羽
浦
中
学
校
新
校
舎
完
成

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
完
了

59
年

●
伊
島
の
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

　
（
護
岸
・
道
路
・
橋
な
ど
）
完
成

●
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
新
設

●
平
島
公
民
館
完
成

60
年

●
徳
島
駅
伝
で
阿
南
市
が
初
の
準
優
勝

●
津
乃
峰
小
学
校
創
立

●
９
月
15
日
に
市
制
施
行
１
万
日
を
迎
え
る

●
日
曜
市
開
始

61
年

●
澤
田　

紋
氏
（
初
代
市
長
）
に
名
誉
市
民
章
を
贈
る

●
橘
町
中
浦
緑
地
埋
立
工
事
完
了

●
町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
開
催

●
第
１
回
阿
波
公
方
ま
つ
り
開
催

●
町
の
花
「
水
仙
」、
木
「
松
」、
鳥
「
ゆ
り
か
も
め
」
制
定

●
山
な
み
遊
歩
道
完
成

62
年

●
４
代
市
長
に
野
村　

靖
氏
が
就
任

●「
阿
南
市
史
第
一
巻
」「
阿
南
教
育
百
年
史
」
発
行

●
５
代
町
長
に
小
泉
隆
一
氏
が
就
任

●
大
京
原
、
中
島
簡
易
水
道
新
給
水
施
設
完
成

●
７
代
町
長
に
生
野
善
章
氏
が
就
任

63
年

●
市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
開
催

●
市
旗
、
市
の
木
「
梅
」
制
定

●
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

●
農
村
情
報
連
絡
施
設
（
防
災
無
線
）
完
成

●
羽
ノ
浦
地
区
湛
水
防
除
事
業
完
了

市
制
施
行
２
万
日
の
歩
み

昭和初期　富岡町の町並み昭和初期　那賀川での木揚げ風景昭和30年頃　庶民に親しまれた映画館

昭和41年　市役所本庁舎が現在地に完成 昭和30年頃　国道（古庄那賀川橋付近） 昭和初期　椿泊小学校

昭　　　　和

　

昭
和
33
年
５
月
１
日
に
阿
南
市
が
誕
生
し
て
以
来
、
平
成
25
年
１
月
31
日
で
市
制

施
行
２
万
日
を
迎
え
ま
し
た
。
来
る
５
月
１
日
に
は
、市
制
施
行
55
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、
徳
島
県
南
部
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
着
実
に
成
長
と
発
展
を
と
げ
て

き
た
阿
南
市
の
足
跡
を
、
年
表
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
年
表
は
市
史
、
町
史（
誌
）等
か
ら
抜
粋
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。）

年
表
で
辿た

ど

る
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年
号

阿
南
市
の
あ
ゆ
み

旧
那
賀
川
町
の
あ
ゆ
み

　

旧
羽
ノ
浦
町
の
あ
ゆ
み

33
年

●
市
制
施
行
（
人
口
６
万
２
３
７
４
人
）

●
初
代
市
長
に
澤
田　

紋
氏
が
就
任

●
市
章
制
定

〈
昭
和
31
年　

町
制
施
行
〉

　

初
代
町
長　

宮
本
治
平
氏

〈
大
正
７
年　

町
制
施
行
〉

　

初
代
町
長　

谷　

六
三
郎
氏

　

２
代
町
長　

貴
田
文
治
郎
氏

　

３
代
町
長　

阿
部
源
吉
氏

　

４
代
町
長　

有
吉　

豊
氏

34
年

●
神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工
場
操
業
開
始

●
２
代
町
長
に
花
岡
正
義
氏
が
就
任

●
那
賀
川
北
保
育
所
開
所

●
那
賀
川
幼
稚
園
開
園

●
５
代
町
長
に
松
原
清
五
郎
氏
が
就
任

35
年

●
東
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
平
島
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

●
敬
老
年
金
条
例
制
定

●
羽
浦
中
学
校
体
育
館
完
成

●
羽
ノ
浦
町
商
工
会
設
立

36
年

●
東
福
寺
裏
山
に
国
高
山
古
墳
発
見

●
市
制
施
行
３
周
年
記
念
式
典
開
催

●
那
賀
川
町
商
工
会
設
立

37
年

●
県
立
阿
南
工
業
高
等
学
校
開
校

●
阿
南
第
一
中
学
校
創
立

●
今
津
小
学
校
体
育
館
完
成

38
年

●
国
立
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
開
校

●
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
開
催

●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

●
四
国
電
力
㈱
新
徳
島
発
電
所
運
転
開
始

●
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
開
業

●
町
営
赤
池
住
宅
完
成

39
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
設
立　

●
新
産
業
都
市
指
定

●
阿
南
市
森
林
組
合
設
立

●
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定

●
阿
南
商
工
会
議
所
設
立

●
平
島
中
学
校
体
育
館
完
成

●
牟
岐
線
西
原
駅
開
業

40
年

●
富
岡
町
に
消
防
本
部
・
消
防
署
を
設
置

●
県
立
阿
南
職
業
訓
練
所
完
成

●
小
松
島
航
空
隊
那
賀
川
送
信
所
開
設

41
年

●
市
役
所
庁
舎
完
成

●「
阿
南
市
民
の
歌
」
制
定

●
今
津
漁
港
物
上
げ
場
災
害
復
旧
工
事
完
了

●
役
場
庁
舎
完
成

●
町
章
制
定

42
年

●
阿
南
中
学
校
創
立

●
県
道
椿
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
津
峯
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

●
阿
南
市
史 

発
行

●
３
代
町
長
に
橋
本 

久
氏
が
就
任

●
支
所
廃
止

●
６
代
町
長
に
松
崎
一
行
氏
が
就
任

43
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
し
尿
処
理
場
」
完
成

●
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
海
洋
セ
ン
タ
ー
開
場

●
紅
露
み
つ
氏
（
女
性
初
の
国
会
議
員
）
に

　

名
誉
市
民
章
を
贈
る

●
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
開
催

●
役
場
庁
舎
完
成

●
町
章
制
定

●
羽
浦
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

44
年

●
日
本
電
工
㈱
徳
島
工
場
操
業
開
始

●
阿
南
合
同
庁
舎
完
成

●「
阿
南
市
民
憲
章
」
制
定

●
平
島
中
学
校
、
今
津
中
学
校
廃
校

●
那
賀
川
診
療
所
開
設

●
国
道
バ
イ
パ
ス
開
通

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

45
年

●
阿
南
中
学
校
新
校
舎
・
富
岡
保
育
所
完
成

●
県
営
阿
南
工
業
用
水
道
給
水
開
始

●
２
代
市
長
に
渡
辺
浩
之
氏
が
就
任

●
那
賀
川
中
学
校
創
立

●
那
賀
川
児
童
公
園
完
成

●
県
営
春
日
野
団
地
起
工
式

●
さ
く
ら
保
育
園
完
成

●
岩
脇
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

46
年

●
富
岡
橋
開
通

●
県
営
辰
巳
工
業
団
地
造
成
工
事
完
了

●
４
代
町
長
に
島
田
好
一
氏
が
就
任

●
那
賀
川
中
学
校
・
幼
稚
園
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

●
都
市
計
画
区
域
の
指
定

47
年

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
南
荘
完
成

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
阿
南
商
工
会
議
所
会
館
完
成

●
第
1
回
阿
南
市
文
化
祭
開
催

●
那
賀
川
町
基
本
構
想
制
定

●
町
民
プ
ー
ル
開
設

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

48
年

●
市
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
開
催

●
商
工
会
館
完
成

●
中
島
保
育
所
・
大
京
原
保
育
所
完
成

●
岩
脇
小
学
校
体
育
館
完
成

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
る

49
年

●
阿
南
市
民
会
館
開
館

●
第
１
回
青
空
市
開
催

●
大
京
原
橋
（
抜
水
橋
）
完
成

●
那
賀
川
町
上
水
道
工
事
完
成

●
町
民
セ
ン
タ
ー
・
今
津
保
育
所
完
成

●
こ
ば
と
保
育
園
完
成

●
春
日
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

50
年

●
阿
南
消
防
組
合
設
立

●
３
代
市
長
に
吉
原　

薫
氏
が
就
任

●
平
島
上
保
育
所
完
成

●
大
京
原
、
中
島
簡
易
水
道
完
成

●
老
人
憩
の
家
「
千
歳
城
」
完
成

51
年

●
橘
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
那
賀
川
北
保
育
所
完
成

●
く
る
み
保
育
園
、
す
み
れ
保
育
園
、
羽
ノ
浦
町
民
武

　

道
館
、
羽
ノ
浦
北
児
童
館
、
羽
浦
小
学
校
プ
ー
ル
、

　

羽
ノ
浦
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

52
年

●
加
茂
谷
橋
開
通
（
楠
根
の
渡
し
船
廃
止
）

●
新
野
町
に
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

●
平
島
小
学
校
新
校
舎
完
成
・
体
育
館
改
築

●
羽
ノ
浦
南
児
童
館
完
成

●
春
日
野
老
人
憩
の
家
完
成

53
年

●
阿
南
第
二
中
学
校
創
立

●
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
開
催

●
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
那
賀
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
・
艇
庫

　

完
成

●
羽
ノ
浦
総
合
国
民
体
育
館
、
さ
く
ら
児
童
館
完
成

●
町
の
木
「
泰
山
木
」・
町
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
制
定

54
年

●
阿
南
市
民
合
唱
団
第
１
回
定
期
演
奏
会
開
催

●
阿
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
開
場
（
18
ホ
ー
ル
）

●
今
津
小
学
校
新
校
舎
・
プ
ー
ル
完
成

●
働
く
婦
人
の
家
完
成

●
中
央
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成

55
年

●
全
国
高
校
総
体
「
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
」
開
催

●
十
八
女
大
橋
開
通
（
十
八
女
の
渡
し
船
廃
止
）

●
今
津
公
民
館
新
築
移
転

●
羽
ノ
浦
西
児
童
館
完
成

●
羽
浦
中
学
校
調
理
場
完
成

56
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
北
出
張
所
」
完
成

●
阿
南
市
立
図
書
館
完
成

●
町
の
「
歌
」、「
那
賀
川
音
頭
」
制
定

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
千
歳
荘
」
完
成

57
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
南
出
張
所
」
完
成

●
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
阿
南
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成

●
葬
斎
場
完
成

●
島
尻
地
区
ほ
場
整
備
事
業
完
了

●
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

58
年

●
市
制
施
行
25
周
年
記
念
式
典
開
催

●
水
野
雄
仁
氏
が
読
売
巨
人
軍
と
入
団
契
約

●
第
１
回
那
賀
川
夏
ま
つ
り
開
催

●
川
北
地
区
大
規
模
湛
水
防
除
事
業
完
了

●
羽
浦
中
学
校
新
校
舎
完
成

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
完
了

59
年

●
伊
島
の
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

　
（
護
岸
・
道
路
・
橋
な
ど
）
完
成

●
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
新
設

●
平
島
公
民
館
完
成

60
年

●
徳
島
駅
伝
で
阿
南
市
が
初
の
準
優
勝

●
津
乃
峰
小
学
校
創
立

●
９
月
15
日
に
市
制
施
行
１
万
日
を
迎
え
る

●
日
曜
市
開
始

61
年

●
澤
田　

紋
氏
（
初
代
市
長
）
に
名
誉
市
民
章
を
贈
る

●
橘
町
中
浦
緑
地
埋
立
工
事
完
了

●
町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
開
催

●
第
１
回
阿
波
公
方
ま
つ
り
開
催

●
町
の
花
「
水
仙
」、
木
「
松
」、
鳥
「
ゆ
り
か
も
め
」
制
定

●
山
な
み
遊
歩
道
完
成

62
年

●
４
代
市
長
に
野
村　

靖
氏
が
就
任

●「
阿
南
市
史
第
一
巻
」「
阿
南
教
育
百
年
史
」
発
行

●
５
代
町
長
に
小
泉
隆
一
氏
が
就
任

●
大
京
原
、
中
島
簡
易
水
道
新
給
水
施
設
完
成

●
７
代
町
長
に
生
野
善
章
氏
が
就
任

63
年

●
市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
開
催

●
市
旗
、
市
の
木
「
梅
」
制
定

●
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

●
農
村
情
報
連
絡
施
設
（
防
災
無
線
）
完
成

●
羽
ノ
浦
地
区
湛
水
防
除
事
業
完
了

平成元年　大潟新浜工業団地（第１号）工場操業開始平成５年　那賀川大橋開通

平成５年　東四国国体秋季大会開催（ホッケー競技）

平成４年　モンゴルとの野球親善交流始まる（那賀川町）

平成４年　ジーコサッカー教室（羽ノ浦町） 平成２年　阿南クリーンセンター完成

昭　　　　和
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平成８年　県営辰巳工業団地分譲完了平成15年　田園コスモス祭り（羽ノ浦町）

平成15年　阿南消防組合新庁舎完成 平成10年　ひまわり大作戦（阿南アグリーズ）

平　　　　成
年
号

阿
南
市
の
あ
ゆ
み

旧
那
賀
川
町
の
あ
ゆ
み

旧
羽
ノ
浦
町
の
あ
ゆ
み

元
年

（
昭
和

64
年
）

●
阿
南
市
史 

史
料
編
（
近
世
）
発
行

●
大
潟
新
浜
工
業
団
地
に
進
出
し
た
企
業
（
第
１
号
）

　

が
本
格
操
業
を
開
始 

●
県
道
阿
南
‒
羽
ノ
浦
バ
イ
パ
ス
開
通

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
栖
竜
荘
」
完
成

●
第
１
回
阿
波
公
方
薪
能
開
催

●
農
業
集
落
排
水
事
業
完
了

●
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
開
催

●
町
の
「
歌
」、「
音
頭
」
制
定

●
室
内
町
民
プ
ー
ル
完
成

２
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合「
阿
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
完
成

●
東
四
国
国
体
開
催
決
定
記
念
行
事

　
「
市
民
綱
引
き
大
会
」
開
催

●
阿
波
那
賀
川
町
農
業
協
同
組
合
設
立

●
黒
地
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

●
上
水
道
セ
ン
タ
ー
完
成

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
秋
桜
荘
」
完
成

３
年

●
第
１
回
阿
南
の
竹
ま
つ
り
「
活
竹
祭
」
開
催

●
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
制
定

●
市
内
５
農
協
合
併
・「
阿
南
市
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
皇
太
子
殿
下
御
行
啓
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
完
成

●
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
完
了

４
年

●
県
立
新
野
高
等
学
校
野
球
部
が

　

第
64
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
初
出
場

●
南
部
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
完
成

●
モ
ン
ゴ
ル
と
の
野
球
親
善
交
流
始
ま
る

●
那
賀
川
河
川
敷
公
園
完
成

●
第
1
回
花
と
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
開
催

●
中
国
上
海
市
奉
賢
県
と
友
好
交
流
協
議
書
締
結

５
年

●
東
四
国
国
体
秋
季
大
会
開
催

●
国
道
55
号
阿
南
道
路
（
小
松
島
市
大
林
町
‒
阿
南
市
西
路
見
町
）
開
通

●
あ
す
み
が
丘
住
宅
団
地
完
成

●
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
荘
が
畭
町
に
移
転

●
阿
南
市
武
道
館
完
成

●
市
制
施
行
35
周
年
記
念
式
典
開
催

●
那
賀
川
町
防
災
行
政
用
無
線
局
完
成

６
年

●
辰
巳
工
業
団
地
（
第
１
号
）
企
業
操
業
開
始

●
町
立
図
書
館
「
阿
波
公
方
の
苑
」
開
館

●
那
賀
川
町
児
童
親
善
使
節
団
モ
ン
ゴ
ル
訪
問

●
中
国
上
海
市
奉
賢
県
か
ら
項
県
長
等
が
来
町

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
地
域
編
）
発
行

７
年

●
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
完
成

●
阿
南
市
史 

第
二
巻
（
近
世
編
）
発
行

●
徳
島
南
部
農
業
共
済
組
合
設
立

●
恐
竜
公
園
開
園

●
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
開
場

●
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

●
前
川
親
水
公
園
完
成

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
民
俗
編
）
発
行

８
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
環
境
管
理
事
務
所
」
完
成

●
県
立
阿
南
養
護
学
校
開
校

●
北
の
脇
海
岸
「
日
本
の
渚
・
百
選
」
選
定

●「
第
５
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
那
賀
川
」
開
催

●
町
史
編
さ
ん
事
業
開
始

●
桜
づ
つ
み
公
園
完
成

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
自
然
環
境
編
）
発
行

９
年

●
市
内
４
農
協
合
併
・「
阿
南
市
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
袙
海
岸
に
マ
ッ
コ
ウ
鯨
が
漂
着

●
科
学
セ
ン
タ
ー
体
験
館
開
館

●
パ
ス
ト
ラ
ル
ゆ
た
か
野
完
成

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

●
羽
ノ
浦
コ
ス
モ
ス
街
道
完
成

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

10
年

●
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催

●
Ｊ
Ａ
あ
な
ん
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
グ
リ
あ
な
ん
」
完
成

●
「
未
来
ロ
ー
ド
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
98
」
開
催

●
町
制
80
周
年
記
念
式
典
開
催

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
歴
史
編
第
一
巻
）
発
行

11
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
あ
な
ん
」
完
成

●
市
の
鳥
「
つ
ば
め
」
制
定

●
阿
南
市
文
化
会
館
「
夢
ホ
ー
ル
」
完
成

●
小
川
信
雄
氏
（
日
亜
化
学
工
業
㈱
会
長
）
に

　

名
誉
市
民
章
を
贈
る

●
小
松
島
、
勝
浦
、
阿
波
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
農
協
合
併
に
よ
り
「
東
と
く
し
ま
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
６
代
町
長
に
臣
永
正
廣
氏
が
就
任

●
科
学
セ
ン
タ
ー
天
文
館
開
館

●
８
代
町
長
に
数
藤
善
和
氏
が
就
任

●
児
島
正
典
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
開
始

12
年

●
国
道
55
号
阿
南
道
路
（
西
路
見
町
ー
津
乃
峰
町
）
開
通

●
橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所
全
機
運
転
開
始

●
喜
来
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
道
の
駅
「
公
方
の
郷
な
か
が
わ
」
開
設

●
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
移
行

●
自
衛
隊
誘
致
運
動
始
ま
る

●
学
童
保
育
事
業
開
始

13
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
阿
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
完
成

●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

●
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
完
成

●
阿
南
市
史 

第
三
巻
（
近
代
編
）
発
行

●
阿
南
市
農
協
と
徳
島
那
賀
農
協
が
合
併

　
「
阿
南
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
第
1
回
田
園
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
コ
ス
モ
ス
祭
り
）

　

開
催

●
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
完
成

14
年

●
介
護
保
険
事
業
開
始

●
小
・
中
・
高
校
の
完
全
週
５
日
制
導
入

●
阿
南
西
部
公
園
開
園

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
光
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
始
ま
る

●
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
１
市
４
町
合
併
協
議
会
発
足

●
那
賀
川
町
史 

上
巻
・
下
巻 

発
行

●
西
春
日
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
完
成

15
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
新
庁
舎
」
が
辰
己
町
に
完
成
し
移
転
す
る
・「
消
防
署
北
出
張
所
」
廃
止

●
市
制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
開
催

●
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
橋
上
駅
舎
完
成

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催

●
５
代
市
長
に
岩
浅
嘉
仁
氏
が
就
任

●
勝
浦
川
、
那
賀
川
流
域
間
１
市
４
町
合
併
協
議
会
解
散

●
陸
上
自
衛
隊
「
施
設
隊
」
駐
屯
決
定

●
戸
籍
事
務
電
算
化
稼
働

16
年

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
法
定
合
併
協
議
会
設
置

●
つ
ば
き
夢
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
完
成

●
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成

●
那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

●
自
警
団
は
の
う
ら
結
成

17
年

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
合
併
協
定
調
印
式　

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
西
出
張
所
」
完
成

●
富
岡
雨
水
ポ
ン
プ
場
完
成

●
那
賀
川
に
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
が
出
現

　
「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

●
小
延
地
区
に
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
が
決
定

●
羽
ノ
浦
町
商
工
会
館
完
成

18
年

●
那
賀
川
町
閉
町
記
念
式
典
開
催

●
羽
ノ
浦
町
閉
町
記
念
式
典
開
催

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
が
合
併
・
記
念
式
典
を
開
催
（
人
口
７
万
９
８
４
３
人
）

●「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」
を
特
別
名
誉
市
民
第
１
号
表
彰

●
阿
南
光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
開
設

●
映
画
「
奇
跡
の
海
」
阿
南
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る

●
牛
岐
城
趾
公
園
が
「
恋
人
の
聖
地
」
に
認
定

●
国
道
１
９
５
号
「
新
橘
ト
ン
ネ
ル
」
開
通

●
旧
那
賀
川
町
議
場
で
「
大
ほ
ら
吹
き
大
会
」
開
催

●
羽
ノ
浦
中
学
校
新
体
操
部
が
女
子
団
体
競
技
で
全
国
優
勝

19
年

●
阿
南
駅
前
児
童
公
園
完
成

●
徳
島
県
南
部
健
康
運
動
公
園
に
野
球
場
が
完
成

●
「
全
国
足
利
氏
ゆ
か
り
の
会
」
総
会
開
催

●
那
賀
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
が
全
国
優
勝

●
羽
ノ
浦
配
水
池
緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事
完
了

●
阿
南
市
史 

第
四
巻
（
現
代
阿
南
の
出
発
と
発
展
）
発
行

20
年

●
安
芸
市
と
室
戸
市
と
の
間
で
「
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
連
携
協
定
」
締
結

●
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催

●
津
乃
峰
町
新
浜
地
区
に
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」
完
成

●
県
内
住
民
所
得
が
５
年
連
続
１
位

●
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成

21
年

●
新
庁
舎
建
て
替
え
場
所
が
決
定

●
牛
岐
城
趾
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
市
内
を
結
ぶ
循
環
バ
ス
の
実
証
運
行
が
始
ま
る

22
年

●
野
球
の
ま
ち
推
進
課
創
設

●
四
国
遍
路
道
「
鶴
林
寺
道
・
太
龍
寺
道
」
の
一
部
が
国
史
跡
指
定

●
伊
島
簡
易
水
道
施
設
完
成

●
情
報
通
信
基
盤
整
備
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
）
工
事
完
了

●
今
津
漁
協
と
大
潟
漁
協
が
合
併
・「
阿
南
中
央
漁
業
協
同
組
合
」
設
立

23
年

●
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
支
援

●「
阿
南
・
那
賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
締
結

●
公
共
下
水
道
事
業
「
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
通
水
開
始

●
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
日
和
佐
道
路
」
全
線
開
通
・「
桑
野
道
路
」
事
業
化

●
合
併
５
周
年
記
念
式
典
開
催

●
科
学
セ
ン
タ
ー
に
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
導
入

●
阿
南
第
一
中
学
校
普
通
教
室
棟
改
築
工
事
完
了

24
年

●
橘
地
区
防
災
公
園
完
成

●
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地
開
設

●
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
福
井
道
路
」
事
業
化

●
阿
南
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
着
工

●
阿
南
市
東
京
事
務
所
開
設

●
映
画
「
モ
ン
ゴ
ル
野
球
青
春
記
」
阿
南
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る

●
那
賀
川
中
学
校
校
舎
棟
改
築
工
事
完
了

●
阿
南
市
史 

第
五
巻
（
自
然
環
境
編
・
民
俗
編
）
発
行

25
年

●
１
月
31
日
に
市
制
施
行
２
万
日
を
迎
え
る

平成17年
那賀川に出現したアゴヒゲアザラシ「ナカちゃん」

平成18年　阿南市・那賀川町・羽ノ浦町が合併
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平成20年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
安芸市と室戸市との間で「AMA 地域連携協定」締結

平成23年　阿南安芸自動車道「日和佐道路」全線開通

平成24年　陸上自衛隊徳島駐屯地開設 平成22年　「野球のまち推進課」創設

平成21年　牛岐城趾公園リニューアル 平成19年　県南部健康運動公園に野球場完成

平　　　　成
年
号

阿
南
市
の
あ
ゆ
み

旧
那
賀
川
町
の
あ
ゆ
み

旧
羽
ノ
浦
町
の
あ
ゆ
み

元
年

（
昭
和

64
年
）

●
阿
南
市
史 

史
料
編
（
近
世
）
発
行

●
大
潟
新
浜
工
業
団
地
に
進
出
し
た
企
業
（
第
１
号
）

　

が
本
格
操
業
を
開
始 

●
県
道
阿
南
‒
羽
ノ
浦
バ
イ
パ
ス
開
通

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
栖
竜
荘
」
完
成

●
第
１
回
阿
波
公
方
薪
能
開
催

●
農
業
集
落
排
水
事
業
完
了

●
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
開
催

●
町
の
「
歌
」、「
音
頭
」
制
定

●
室
内
町
民
プ
ー
ル
完
成

２
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合「
阿
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
完
成

●
東
四
国
国
体
開
催
決
定
記
念
行
事

　
「
市
民
綱
引
き
大
会
」
開
催

●
阿
波
那
賀
川
町
農
業
協
同
組
合
設
立

●
黒
地
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

●
上
水
道
セ
ン
タ
ー
完
成

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
秋
桜
荘
」
完
成

３
年

●
第
１
回
阿
南
の
竹
ま
つ
り
「
活
竹
祭
」
開
催

●
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
制
定

●
市
内
５
農
協
合
併
・「
阿
南
市
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
皇
太
子
殿
下
御
行
啓
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
完
成

●
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
完
了

４
年

●
県
立
新
野
高
等
学
校
野
球
部
が

　

第
64
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
初
出
場

●
南
部
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
完
成

●
モ
ン
ゴ
ル
と
の
野
球
親
善
交
流
始
ま
る

●
那
賀
川
河
川
敷
公
園
完
成

●
第
1
回
花
と
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
開
催

●
中
国
上
海
市
奉
賢
県
と
友
好
交
流
協
議
書
締
結

５
年

●
東
四
国
国
体
秋
季
大
会
開
催

●
国
道
55
号
阿
南
道
路
（
小
松
島
市
大
林
町
‒
阿
南
市
西
路
見
町
）
開
通

●
あ
す
み
が
丘
住
宅
団
地
完
成

●
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
荘
が
畭
町
に
移
転

●
阿
南
市
武
道
館
完
成

●
市
制
施
行
35
周
年
記
念
式
典
開
催

●
那
賀
川
町
防
災
行
政
用
無
線
局
完
成

６
年

●
辰
巳
工
業
団
地
（
第
１
号
）
企
業
操
業
開
始

●
町
立
図
書
館
「
阿
波
公
方
の
苑
」
開
館

●
那
賀
川
町
児
童
親
善
使
節
団
モ
ン
ゴ
ル
訪
問

●
中
国
上
海
市
奉
賢
県
か
ら
項
県
長
等
が
来
町

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
地
域
編
）
発
行

７
年

●
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
完
成

●
阿
南
市
史 

第
二
巻
（
近
世
編
）
発
行

●
徳
島
南
部
農
業
共
済
組
合
設
立

●
恐
竜
公
園
開
園

●
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
開
場

●
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

●
前
川
親
水
公
園
完
成

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
民
俗
編
）
発
行

８
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
環
境
管
理
事
務
所
」
完
成

●
県
立
阿
南
養
護
学
校
開
校

●
北
の
脇
海
岸
「
日
本
の
渚
・
百
選
」
選
定

●「
第
５
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
那
賀
川
」
開
催

●
町
史
編
さ
ん
事
業
開
始

●
桜
づ
つ
み
公
園
完
成

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
自
然
環
境
編
）
発
行

９
年

●
市
内
４
農
協
合
併
・「
阿
南
市
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
袙
海
岸
に
マ
ッ
コ
ウ
鯨
が
漂
着

●
科
学
セ
ン
タ
ー
体
験
館
開
館

●
パ
ス
ト
ラ
ル
ゆ
た
か
野
完
成

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

●
羽
ノ
浦
コ
ス
モ
ス
街
道
完
成

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

10
年

●
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催

●
Ｊ
Ａ
あ
な
ん
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
グ
リ
あ
な
ん
」
完
成

●
「
未
来
ロ
ー
ド
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
98
」
開
催

●
町
制
80
周
年
記
念
式
典
開
催

●
羽
ノ
浦
町
誌
（
歴
史
編
第
一
巻
）
発
行

11
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
あ
な
ん
」
完
成

●
市
の
鳥
「
つ
ば
め
」
制
定

●
阿
南
市
文
化
会
館
「
夢
ホ
ー
ル
」
完
成

●
小
川
信
雄
氏
（
日
亜
化
学
工
業
㈱
会
長
）
に

　

名
誉
市
民
章
を
贈
る

●
小
松
島
、
勝
浦
、
阿
波
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
農
協
合
併
に
よ
り
「
東
と
く
し
ま
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
６
代
町
長
に
臣
永
正
廣
氏
が
就
任

●
科
学
セ
ン
タ
ー
天
文
館
開
館

●
８
代
町
長
に
数
藤
善
和
氏
が
就
任

●
児
島
正
典
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
開
始

12
年

●
国
道
55
号
阿
南
道
路
（
西
路
見
町
ー
津
乃
峰
町
）
開
通

●
橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所
全
機
運
転
開
始

●
喜
来
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
道
の
駅
「
公
方
の
郷
な
か
が
わ
」
開
設

●
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
移
行

●
自
衛
隊
誘
致
運
動
始
ま
る

●
学
童
保
育
事
業
開
始

13
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
阿
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
完
成

●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

●
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
完
成

●
阿
南
市
史 

第
三
巻
（
近
代
編
）
発
行

●
阿
南
市
農
協
と
徳
島
那
賀
農
協
が
合
併

　
「
阿
南
農
業
協
同
組
合
」
設
立

●
第
1
回
田
園
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
コ
ス
モ
ス
祭
り
）

　

開
催

●
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
完
成

14
年

●
介
護
保
険
事
業
開
始

●
小
・
中
・
高
校
の
完
全
週
５
日
制
導
入

●
阿
南
西
部
公
園
開
園

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
光
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
始
ま
る

●
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
１
市
４
町
合
併
協
議
会
発
足

●
那
賀
川
町
史 

上
巻
・
下
巻 

発
行

●
西
春
日
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
完
成

15
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
新
庁
舎
」
が
辰
己
町
に
完
成
し
移
転
す
る
・「
消
防
署
北
出
張
所
」
廃
止

●
市
制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
開
催

●
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
橋
上
駅
舎
完
成

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催

●
５
代
市
長
に
岩
浅
嘉
仁
氏
が
就
任

●
勝
浦
川
、
那
賀
川
流
域
間
１
市
４
町
合
併
協
議
会
解
散

●
陸
上
自
衛
隊
「
施
設
隊
」
駐
屯
決
定

●
戸
籍
事
務
電
算
化
稼
働

16
年

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
法
定
合
併
協
議
会
設
置

●
つ
ば
き
夢
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
完
成

●
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成

●
那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

●
自
警
団
は
の
う
ら
結
成

17
年

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
合
併
協
定
調
印
式　

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
西
出
張
所
」
完
成

●
富
岡
雨
水
ポ
ン
プ
場
完
成

●
那
賀
川
に
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
が
出
現

　
「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

●
小
延
地
区
に
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
が
決
定

●
羽
ノ
浦
町
商
工
会
館
完
成

18
年

●
那
賀
川
町
閉
町
記
念
式
典
開
催

●
羽
ノ
浦
町
閉
町
記
念
式
典
開
催

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
が
合
併
・
記
念
式
典
を
開
催
（
人
口
７
万
９
８
４
３
人
）

●「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」
を
特
別
名
誉
市
民
第
１
号
表
彰

●
阿
南
光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
開
設

●
映
画
「
奇
跡
の
海
」
阿
南
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る

●
牛
岐
城
趾
公
園
が
「
恋
人
の
聖
地
」
に
認
定

●
国
道
１
９
５
号
「
新
橘
ト
ン
ネ
ル
」
開
通

●
旧
那
賀
川
町
議
場
で
「
大
ほ
ら
吹
き
大
会
」
開
催

●
羽
ノ
浦
中
学
校
新
体
操
部
が
女
子
団
体
競
技
で
全
国
優
勝

19
年

●
阿
南
駅
前
児
童
公
園
完
成

●
徳
島
県
南
部
健
康
運
動
公
園
に
野
球
場
が
完
成

●
「
全
国
足
利
氏
ゆ
か
り
の
会
」
総
会
開
催

●
那
賀
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
が
全
国
優
勝

●
羽
ノ
浦
配
水
池
緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事
完
了

●
阿
南
市
史 
第
四
巻
（
現
代
阿
南
の
出
発
と
発
展
）
発
行

20
年

●
安
芸
市
と
室
戸
市
と
の
間
で
「
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
連
携
協
定
」
締
結

●
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催

●
津
乃
峰
町
新
浜
地
区
に
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」
完
成

●
県
内
住
民
所
得
が
５
年
連
続
１
位

●
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成

21
年

●
新
庁
舎
建
て
替
え
場
所
が
決
定

●
牛
岐
城
趾
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
市
内
を
結
ぶ
循
環
バ
ス
の
実
証
運
行
が
始
ま
る

22
年

●
野
球
の
ま
ち
推
進
課
創
設

●
四
国
遍
路
道
「
鶴
林
寺
道
・
太
龍
寺
道
」
の
一
部
が
国
史
跡
指
定

●
伊
島
簡
易
水
道
施
設
完
成

●
情
報
通
信
基
盤
整
備
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
）
工
事
完
了

●
今
津
漁
協
と
大
潟
漁
協
が
合
併
・「
阿
南
中
央
漁
業
協
同
組
合
」
設
立

23
年

●
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
支
援

●「
阿
南
・
那
賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
締
結

●
公
共
下
水
道
事
業
「
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
通
水
開
始

●
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
日
和
佐
道
路
」
全
線
開
通
・「
桑
野
道
路
」
事
業
化

●
合
併
５
周
年
記
念
式
典
開
催

●
科
学
セ
ン
タ
ー
に
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
導
入

●
阿
南
第
一
中
学
校
普
通
教
室
棟
改
築
工
事
完
了

24
年

●
橘
地
区
防
災
公
園
完
成

●
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地
開
設

●
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
福
井
道
路
」
事
業
化

●
阿
南
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
着
工

●
阿
南
市
東
京
事
務
所
開
設

●
映
画
「
モ
ン
ゴ
ル
野
球
青
春
記
」
阿
南
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る

●
那
賀
川
中
学
校
校
舎
棟
改
築
工
事
完
了

●
阿
南
市
史 

第
五
巻
（
自
然
環
境
編
・
民
俗
編
）
発
行

25
年

●
１
月
31
日
に
市
制
施
行
２
万
日
を
迎
え
る



  

旬
　
我わ

が
家
の
ミ
ニ
菜
園
か
ら
純
白

の
カ
ブ
が
採
れ
た
。
小
粒
だ
が
ぷ

り
ぷ
り
し
て
い
る
。
千
枚
漬
け
に

挑
戦
し
て
み
た
。
漬
物
壷つ

ぼ

の
底
に

漆
黒
に
白
い
塩
の
ふ
い
た
福
村
の

コ
ン
ブ
を

敷
い
た
。

カ
ブ
の
皮

を
む
い
て

薄
切
り
に

し
て
重
ね

た
。
ト
ウ

ガ
ラ
シ
と

柚ゆ

子ず

の
皮

を
細
切
り

に
し
て
塩
を
少
量
パ
ラ
パ
ラ
。
ま

た
コ
ン
ブ
を
敷
い
て
五
重
の
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
に
し
て
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

の
素も

と

を
少
々
。
重
し
を
載
せ
て
一

昼
夜
。
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ね

ば
ね
ば
感
は
コ
ン
ブ
の
威
力
。
な

ぜ
か
ビ
ー
ル
に
合
う
ん
で
す
。

　
漬
物
の
横
に
畭
の
サ
ツ
マ
イ

モ
。
こ
れ
が
ま
た
旨う

ま

い
ん
で
す
。

白
い
粉
を
ふ
い
た
ホ
ッ
コ
リ
感
。

ふ
か
し
て
、
焼
い
て
、
油
で
揚
げ

て
。
孫
の
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　
母
な
る
那
賀
川
の
養
分
を
た
っ

ぷ
り
い
た
だ
い
て
、
ま
も
な
く
福

村
の
ワ
カ
メ
と
福
村
の
桜
ダ
コ
が

旬
を
迎
え
ま
す
。
ス
ダ
チ
の
し
ぼ

り
で
絶
品
で
す
。
な
ぜ
か
熱あ

つ

燗か
ん

が

合
う
ん
で
す
。

　
地
域
の
み
ん
な
と
津
波
防
災

を
検
討
し
た
翌

日
、
淡
島
海
岸

に
散
歩
に
出
か

け
た
。
阿
波
八

景
十
二
勝
の
紺こ

ん

碧ぺ
き

の
海
と
白
砂

に
安
寧
を
祈
っ

た
。
思
わ
ず
野

口
雨
情
の
富
岡

小
唄
が
脳
裏
を

よ
ぎ
っ
た
。

「
海
の
眺
め
ぢ
ゃ
淡
島
あ
た
り
　

　
夏
は
涼
し
い
浜
遊
び
」

　
次
は
、
那
賀
川
町
の
杉
本
由
美

子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

短
　
歌	

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会 

選

入
選�

金
本
ひ
ろ
み

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
な
り
た
る
母
の
餅
好
き
を
偲
び
て

茹
で
る
逮た

い

夜や

の
蓬
を

入
選�

真
田
美
代
志

時
お
り
は
拗
ね
て
見
た
く
な
る
老
い
の
日
々
変
ら

ぬ
夜
と
朝
が
又
く
る

入
選�

小
畑　

定
弘

濃
密
に
来
る
闇
あ
り
て
颱
風
は
尖
閣
沖
を
北
に
逸

れ
ゆ
く

入
選�

松
田　

英
美

告
げ
来
し
を
聞
き
止
め
も
せ
で
帰
し
し
児
日
記
に

記
し
ぬ
夕
が
ほ
の
花

入
選�

大
石　

建
子

風
呂
あ
が
り
夜
空
に
さ
ゆ
る
満
月
の
光
に
ぬ
れ
て

し
ば
し
た
た
ず
む

入
選�

河
野　

茂
美

命
終
の
日
も
連
れ
ゆ
か
む
幻
聴
の
内
耳
に
飼
へ
る

百
匹
の
蝉

入
選�

西
條　

悦
子

蝉
の
声
や
や
遠
の
け
ば
白
露
と
ふ
兄
の
墓
標
を
も

や
が
包
め
り

俳
　
句	
阿
南
市
俳
句
連
合
会 

選

�
五
光　

春
海

し
ぐ
る
る
や
村
駈
け
巡
る
選
挙
カ
ー

�

阿
部　

和
子

六
地
蔵
新
前
掛
け
の
師
走
か
な

�

荻
原　

朝
子

朱
の
門
に
奉
納
草
鞋
冬
日
濃
く

�

湯
浅　

芙
美

蓑
虫
の
み
の
重
さ
う
に
雨
に
垂
れ

�

　

横
手　

義
人

手
造
り
茶
房
庭
園
冬
紅
葉

�

鶴
羽　

竹
子

干
し
柿
を
山
よ
り
見
つ
め
猿
の
群

　
　
　
　
　
　
　
　

�

車
田
マ
サ
子

木
の
実
独
楽
細
き
指
持
て
捻
り
け
り

�

神
野　

島
女

妹
久
し
老
い
て
冷
た
き
手
を
握
る

　
　
　
　
　
　
　
　

�

樫
原
さ
つ
き

毛
糸
編
む
流
行
少
し
取
り
入
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

�

森　
　

君
江

粕
汁
に
ほ
っ
こ
り
酔
い
し
夕
餉
か
な

川
　
柳	

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑 

選

　
　
　
　
　
　
　
　

�

山
形　

恭
子

政
治
家
の
鈍
感
力
は
凄
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

�

橋
本　

征
介

朝
起
き
て
し
て
た
喧
嘩
を
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　

�

岡
本　

福
笑

遍
路
旅
こ
こ
ろ
触
れ
合
う
お
接
待

　
　
　
　
　
　
　
　

�

西
田　

修
身

子
守
歌
う
た
う
母
さ
ん
先
眠
り

　
　
　
　
　
　
　
　

�

佐
藤
つ
た
え

晴
れ
た
日
は
つ
い
好
い
人
に
な
る
私

畭町

松原 良明さん
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２月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00 〜 18:00

土日は 17:00 まで
　 　 ☆

蔵書点検による
特別休館日

　 ☆ 休 休 　 ★ 　 　 ☆ 休 　 　 ☆ 休 　 　 休

那賀川図書館
10:00 〜 18:00

　 ◎ ☆ 休 　 　 　 ◎ ☆ 休 休 　 　 ◎ ☆
蔵書点検による

特別休館日
◎ ☆ 休 　 休

羽ノ浦図書館
10:00 〜 18:00

休 ☆ 休 　 　 ☆ 　 休 休 　 　 ☆ 休 　 　 ☆ 　 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

阿 南 図 書 館  　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のための
　おはなし会
　（第 2・第 4木曜日）
　10：30 ～ 11：00��

那賀川図書館  　　

☆おはなし会・おはなしのポケット
　主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◎中学生によるピアノ演奏�
　毎週土曜日　10：00 ～（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）
　美化作業
　２月は休みます。

羽ノ浦図書館  
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

図書館はどんな人が利用しているのですか？
―2011年度統計より―

阿南市立図書館の年間貸出者数合計は143,510人でした

　図書館の貸出者数を年齢別にみて
みると、60歳以上と30歳代の方で全
体の約半分を占めることがわかりま
す。全貸出者の男女比は３：７となっ
ています。
　30歳代の利用者のうち８割は女性
です。料理や子育ての本、絵本の利
用が多く、家事も育児も頑張ってい
るお母さんの姿を垣間見ることがで
きます。
　60歳以上になると男性の利用者が
増え、80歳以上では８割が男性です。
　貸出者数には表れませんが、男性
は新聞や雑誌最新号を読むために来
館される方も多く、ご自分のライフ
スタイルに合わせた利用をされてい
るようです。

       新・移動図書館車の愛称は「ひまわり号」に決定しました！　
　
平成25年度から運行する移動図書館車の愛称募集に355件の応募をいただきました。12月５
日に愛称選考委員会を行い審査した結果、「ひまわり号」が選ばれました。たくさんのご応
募ありがとうございました。

　　　　「ひまわり号」に応募いただいた方
　　　　　阿瀬川唯斗さん、蟻馬成美さん、乾 眞理子さん、奥村息吹さん、喜多菜々美さん、四宮由梨さん、
　　　　　長坂真帆さん、中西優花さん、久田萌々美さん、平尾咲良さん、宮田惣太さん、宮田典子さん、
　　　　　村上玲奈さん、村野直徒さん、安田浩子さん

　 移動図書館車「わかたけ号」の２月の巡回は返却のみです。くわしくは阿南図書館までお問い合わせください。
　４月からは「ひまわり号」での巡回が始まります。新しい巡回日程は、広報あなん４月号でお知らせします。

暮らしの中に図書館を取り入れて、Let's  enjoy　としょかんライフ！
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注20代に19歳を含む

60歳以上
23.9%

30代
23.4%

小学生　8.3％
20代注　6.9％
中学生　2.1％

未就学児　1.3％
高校生　1.2％

40代
18.3%

50代
14.6%

年齢別貸出者



市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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阿南市婦人連合会
第３回大運動会開催
阿南市婦人連合会が第３回大運動会を開
催します。みんな集まれ！寒さなんかぶっ
飛ばせ！パワー全開婦人会！
日時　２月17日㈰　10：00～
場所　サンアリーナ室内体育館
参加費　無料
申込方法　各地域の婦人会会長までご連
　　　　　絡ください。

 阿南市婦人連合会　池添
　 （☎090－1576－7714）へ

県南いきいきテニス大会
参加チーム募集
日時　３月３日㈰　9：00～17：00
場所　県南部健康運動公園テニスコート
試合　シニアチーム対抗戦
　　　１チーム６人（男４人・女２人）
参加費　１チーム6,000円
申込締切日　２月20日㈬

 阿南市テニス協会　田井
　 （☎44－5290）へ

阿南ライオンズクラブ
50周年記念講演会
日時　３月３日㈰　13：30～（13：00開場）
場所　文化会館（夢ホール）
内容　「私の野球人生」
　　　野球解説者　水野雄仁さん
入場料　無料（※入場整理券が必要）
※入場整理券は市内の公民館や市役所１
　階案内で配布します。

 阿南ライオンズクラブ事務局
　 （☎23－1468）へ

若者の就労相談会 （予約制） 

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　２月21日㈭　13：00～17：00
場所　文化会館１階　工芸室

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

放送大学４月生募集
 
平成25年度第１学期（4月入学）の学生を
募集します。放送大学はテレビ等の放送
やインターネットを利用して授業を行う通
信制の大学です。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・自然科学など、幅広い分野
を学べます。
出願期間　２月28日㈭まで
　　　　　※資料は無料贈呈

 放送大学徳島学習センター
　 （☎088－602－0151）へ

徳島県司法書士会による
相続に関する無料相談 

相続登記をはじめ、遺言、遺産分割協議
など相続に関する相談に応じ、適切なア
ドバイスを行います。
日時　２月15日㈮　10：00～15：00
場所　ひまわり会館2階　研修室うめ

 徳島県司法書士会
　 （☎088－622－0808）へ

高校生たちによる邦楽発表会
 
阿南工業高校音楽部（三味線）と富岡西
高校・富岡東高校羽ノ浦校箏曲部（箏）
による合同邦楽発表会を行います。
日時　２月17日㈰　14：00～（13：30開場）
場所　富岡公民館２階　ホール
曲目　▶春の海▶ジブリ映画より「風の丘」
　　　ほか
※入場無料

 阿南工業高校音楽部　大羽
　 （☎22－1408）へ

拉致被害者の
救出と
安全確保を考える県民集会 
日時　２月10日㈰　13：30～15：30
　　　（13：00開場）
場所　文化の森総合公園（21世紀館）
講師　惠　隆之介さん
演題　拉致問題を通し国民の安全と人権
　　　を考える
※入場無料。手話通訳もあります。

 救う会徳島事務局　丸山
　 （☎090－5141－1995）へ

ちびっこ
探険学校
ヨロン島
参加者募集 
内容　野外活動
期間　３月26日㈫～４月１日㈪　６泊７日
場所　鹿児島県大島郡与論島
定員　日本人小学生200人、在日外国人
　　　小学生100人
対象　小学２年～６年生（２月現在）
出発地　高松空港
参加費　131,000円
申込締切日　３月６日㈬

 ㈶国際青少年研修協会
　 （☎03－6459－4661）へ

遺
言
書

相続登記



広報あなん４月号への掲載は
３月29日㈮までにお届けください。
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文化あなん第16号原稿募集 
中高生を含む市民の皆さまから文化あな
ん第16号の原稿を募集します。俳句・短歌・
川柳・漢詩・随筆など掲載は無料です。
投稿規程などの詳細は阿南市文化会館内
の文化振興課窓口にてお受取りください。
原稿締切日　３月15日㈮

 阿南市文化協会事務局　松浦
　 （☎090－1572－6070）へ

ママさんブラス
メンバー募集 

吹奏楽の経験者でまた
吹いてみたいと思って
いる方のためのブラス
バンドです。
スケジュール
４月～８月　自主練習（文化会館視聴覚室）
９月上旬　合同練習
９月28日㈯　練習（指導：榮村正吾）
　　29日㈰　演奏会（指揮：榮村正吾）
場所　夢ホール（文化会館）ほか
参加費　3,000円
　　　　（演奏会のチケット2枚を含む）
申込締切日　３月23日㈯
※管楽器の方は楽器をご持参ください。

 NPO 法人夢ホール市民協議会夢つくり
　 あなん（☎23－5599）へ

真
まっ

向
こう

法
ほう

体操で真の健康に！
健康は正しい姿勢からといわれています。
真向法は正しい姿勢をつくる健康体操で
す。４つの動作で足腰を柔軟にして、腰
痛や肩こりを予防します。あなたもこの機
会にぜひ始めませんか。

【阿南真向会富岡教室】
日時　毎月第２火曜日　 9：30～10：30
　　　　　　　　　　 18：00～19：00
　　　毎月第２水曜日　19：00～20：00
場所　富岡公民館

 石澤（☎23－3310）へ
【阿南真向会見能林教室】
日時　毎月第３火曜日　18：00～19：00
場所　見能林公民館

 杉本（☎22－5140）へ
【阿南真向会憩教室】
日時　毎週土曜日　9：30～11：00
場所　富岡老人憩いの家

 西田（☎090－6289－3031）へ

チャリティーパーティー
第12回「ダンスの集い」 
日時　２月10日㈰　13：00～16：00
場所　文化会館（夢ホール）　視聴覚室
会費　1,000円
※見学無料

 阿南市文化協会所属 マドンナダンスク
　 ラブ　吉田（☎27－0154）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構
職業訓練生募集
募集訓練科　溶接加工科
訓練期間　３月１日㈮～８月30日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申し込み
　　　をしている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　２月４日㈪まで

 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

成年後見制度無料相談会 
日時　２月９日㈯　9：00～12：00
場所　ひまわり会館2階　生き生きルーム
内容　成年後見制度や後見人をたてるこ
　　　となどに関する相談

 徳島県行政書士会
　 （☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

交通遺児等育成資金貸付および
重度後遺障害者介護料支給 

【交通遺児等への育成資金貸付】
義務教育修了まで育成資金（無利子）が借りられます。
対象者　自動車事故により死亡または重度後遺障害者となられた方の０歳から中学校
　　　　卒業までのお子さま
貸付金額　●一時金155,000円　●毎月20,000円　●入学支度金44,000円
返済期間　中学卒業後20年以内
　　　　　（高校・大学等に進学する場合は、卒業まで返済開始は猶予）

【重度後遺障害者への介護料支給】
対象者　自動車事故が原因で、脳・脊髄または胸腹部臓器を損傷し重度の後遺障害
　　　　を持ったために、常時または随時の介護が必要な状態にある方
支給金額　
①常時の介護が必要な方のうち「重度後遺障害診断書」で症状が「最重度」であると
認められた方：月額68,440円～136,880円　②①以外で常時の介護が必要な方：月
額58,570円～108,000円　③随時の介護が必要な方：月額29,290円～54,000円

 自動車事故対策機構徳島支所（☎088－631－7799）へ

医療講演会と
弁護士による
Ｂ型肝炎特措法
説明会・無料相談会
日時　２月24日㈰　13：30～17：00
場所　商工業振興センター１階
内容　▶「ウイルス性肝炎・肝硬変につ
いて」13：30～14：30　講師　玉木克佳さ
ん（大久保病院副院長・徳島大学非常勤
講師）▶ B 型肝炎ウイルス感染者の救済
のための特別措置法説明会・個別相談会
14：30～17：00　全国 B 型肝炎訴訟大阪
弁護団（国と基本合意を交わした弁護団）
参加費　無料（申込不要）

 弁護士　真鍋直樹（全国 B 型肝炎訴
訟大阪弁護団）（☎06－6110－9789）へ
B 型肝炎訴訟の相談　全国 B 型肝炎訴
訟大阪弁護団（☎06－6647－0300）へ



阿波踊り体操教室
日時　２月８日㈮　10：00～11：30
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島大学大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ

臨時がん検診の
お知らせ
今年度最後の集団検診です。

■胃がん・肺がん検診（申込不要）
　期日　2月13日㈬
　受付　9：00～10：00
　場所　ひまわり会館
　内容　胃がん・肺がん
■婦人がん検診
　期日　2月14日㈭
　場所　ひまわり会館
　受付　9：00～10：00、13：30～14：30
　内容　乳がん
　　　　（要予約・保健センターへ）
　　　　骨粗しょう症検診

医療機関での婦人がん検診
次の検診が診療時間内において3月末ま
で受診することができます。

■子宮頸がん検診 （２年に１回）
　場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　　阿南医師会中央病院（要予約）
　　　　木下産婦人科医院
　　　　森本内科胃腸科
　対象　20歳以上の方
■乳がん検診　（２年に１回）
　場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　　阿南医師会中央病院（要予約）
　対象　40歳以上の方

★子宮頸がん・乳がん検診は市外指定医
療機関でも受診できますが、問診票が必
要です。くわしくはお問い合わせください。

 保健センター（☎22－1590）へ

認知症シンポジウム in 阿南ひまわり会館
認知症を知って、予防しよう
ひとりで悩まないで　認知症
日時　２月22日㈮
　　　14：00～16：00（受付 13：30～）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講演　認知症について～症状と治療～
講師　ＴＡＯＫＡメンタルクリニック
　　　洲﨑日出一さん
シンポジスト　
　　　ＴＡＯＫＡメンタルクリニック
　　　洲﨑日出一さん
　　　小規模多機能ホーム　緑風会登子
　　　中川貴弘さん
　　　阿南東部高齢者お世話センター
　　　滝川道子さん　ほか

 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください （２月）

※400ml献血のみの実施です。
 徳島県赤十字血液センター

　 （☎088－631－3200）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

5日㈫
阿南テクノスクール 桑 野 町 8：30 ～ 10：50
日亜化学工業㈱新野工場 新 野 町 11：30 ～ 13：00

19日㈫

南部総合県民局阿南庁舎 富 岡 町 9：30 ～ 11：00
阿南医師会中央病院 宝 田 町 12：40 ～ 14：10
国土交通省四国地方整
備局那賀川河川事務所 領 家 町 15：00 ～ 16：30

21日㈭ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町
10：00 ～ 12：30
14：00 ～ 16：30
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平成25年度「サポートママ」募集
子どもたちが好きな方で、乳幼児健診や
相談の場で子育て中のお母さん方を、サ
ポートしてくださるボランティアを募集して
います。
募集期間　２月１日㈮～22日㈮

 保健センター（☎22－1590）へ

達者でおろな健康教室
対象　おおむね 65 歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　講話「寒くても身体を動かし筋力
　　　アップ」講師：理学療法士
持参物　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ

２月の日程 場　所

5日㈫
10：00～11：30 新野公民館

13：30～15：00 宝田公民館

6日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

8日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽ノ浦公民館

12日㈫ 10：00～11：30 中林ふれあい会館

13日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合センター

18日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長生公民館

25日㈪
10：00～11：30 大野老人憩いの家

13：30～15：00 橘町総合センター

26日㈫
10：00～11：30 椿公民館

13：30～15：00 椿泊老人憩いの家

健康相談（体組成測定）

日時　２月１日㈮　10：00～11：00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定
　　　個別健康相談、介護の相談、栄
　　　養相談コーナー
対象　阿南市在住の方
持参物　健康手帳、健診の結果など

 保健センター（☎22－1590）へ

４月１日から
夜間診療時間が変わります
在宅当番医の医療機関または阿南医師会
中央病院内で実施している夜間診療の時
間帯を次のとおり変更します。
変更前 17：00～23：00 
変更後 17：00～22：00
※22：00以降は２次救急医療機関（救急
告示病院）での対応となります。ご理解
とご協力をお願いします。

 阿南市医師会（☎22－1313）へ

「元気に楽しく健康運動」教室
日時　２月21日㈭　10：00～11：30
　　　（受付は9：30～）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島大学総合科学部
　　　教授　荒木秀夫さん
対象　おおむね65歳以上の方
　　　（運動制限のない方）
持参物　健康手帳 （無い方は交付します）
　　　　タオル、バスタオル

 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報



子育て一言メモ

あいさつできるかな！
　あいさつはコミュニケーション手段の
第一歩です。子どもにあいさつの大切
さを教えたいと、親ならば誰もが願って
いると思います。
　まず、家族で「おはよう」「ありがとう」
などのあいさつをしっかりしましょう。
常に親が言葉に出していれば、子ども
にも自然に伝わります。
　朝起きて、子どもに「○○ちゃん、お
はよう。」と声をかけたときに、「おはよ
う。」が返ってきたら、「おはようが言え
たね。すごい。」と子どもを褒めてあげ
てください。
　子どもは褒められたら、「お母さんが、
喜んでくれた。またがんばろう。」と思
えます。
　家庭でのあいさつが楽しくできるよう
になると、徐々にほかの人にもできるよ
うになりますよ。　　　　　

　　学校教育課

つどいの広場・すくすくin阿南
子育て相談や子どもと保護者間の交流の
場です。ぜひお越しください。
時間　9：30～11：30
日程　 8日㈮　桑野公民館
　　　22日㈮　加茂谷公民館
　　　27日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
　1日㈮、5日㈫、12日㈫、15日㈮、
　19日㈫、26日㈫

 こども課（☎22－1593）へ

２月

地域子育て支援センター２月

２月の休館日
4日㈪、12日㈫
18日㈪、25日㈪

かもだ岬温泉保養センター

ノロウイルスにご注意ください
昨年12月頃から猛威を振るっているノロウ
イルスは、おう吐や下痢が主な症状で、
特に子どもや高齢者は注意が必要です。
ノロウイルスには抗ウイルス剤や予防接種
がなく、対症療法が一般的です。手洗い
などの予防に努めましょう。

●予防のポイント
◦食品は85℃以上１分以上の加熱をする
◦調理前、食事前、トイレ後の手洗い
◦調理器具をときどき消毒する

●おう吐物、便の処理には
おう吐物等で汚れた床の消毒は、漂白剤
（次亜塩素酸ナトリウム0.1％）を使用し
てください。
※漂白剤等を使用する時は十分に換気し
て、酸性の洗剤とは混ぜないでください。
また、ビニール手袋等を使用し、直接手
指等の消毒は行わないでください。

 保健センター（☎22－1590）へ

おひさまひろば  平日 9：00 ～ 16：00

（※＝要予約）
1日㈮　高齢者とのふれあい会※
7 日㈭　英語であそぼう

12 日㈫　発育計測
13 日㈬　お誕生会
14 日㈭　バレンタインプレゼント作り※
18 日㈪　発育計測・健康相談
22 日㈮　おはなしころりん
27 日㈬　お店屋さんごっこ

 那賀川子育て支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

２月

 かもだ岬温泉保養センター （☎21－3030）へ

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

 みんなのひろば ☎44－5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

1日㈮ お面を作って遊ぼう
8日㈮ 折り紙でおひなさまを作ろう

 講師：とくしま折り紙研究会
 　　　釜内哲子さん
15日㈮ なごみの日
22日㈮ 保健師による身体計測
 10：00～11：00
 ※母子手帳をご持参ください
26日㈫ お誕生会
5日㈫・12日㈫・19日㈫

 うたって遊ぼう

 にこにこひろば ☎42－0720
今津こどもセンター　平日 9：30 ～ 15：00

5日㈫ ひなまつりタペストリー作り
 講師：岸田喜美恵さん
 　　　広瀬悦子さん ※要予約
12日㈫ 保健師による身体計測
 ※母子手帳持参
 「乳幼児の病気予防」についての話
19日㈫ おはなしのポケット
26日㈫ お誕生会
 楽しい遊山お弁当作り

 ふれあいひろば ☎27－1441
橘保育所
平日 8：30 ～ 12：00 ／ 14：30 ～ 16：00

5日㈫ お話大好き
12日㈫ みんなで遊ぼう
19日㈫ 作って遊ぼう　　　
26日㈫ お誕生会

 なかよしひろば ☎21－2002
平島こどもセンター　平日 9：00 ～ 14：00

5日㈫ みんなで遊ぼう
12日㈫ おはなしのポケット
19日㈫ 作って遊ぼう
26日㈫ お誕生会
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立春イベント
日　時

２月17日㈰　１3：00～14：30
内　容

〈フラダンス〉
ハーラウ・ナニ　アイカネアナン

〈ギター弾き語り＆トーク〉
尾崎正憲さん

温泉とれとれ市も同時開催
10：00～14：00
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阿
南
合
唱
団 

団
長
　
車
田 

マ
サ
子 

さ
ん
（
長
生
町
）

　

昨
年
、
第
３
回
Ａ
Ｍ
Ａ
文
化
交
流
会
が
安

芸
市
で
開
催
さ
れ
た
。
Ａ
Ｍ
Ａ
と
は
、
阿
南

（
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
）、
室
戸（
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）、
安

芸
（
Ａ
Ｋ
Ｉ
）
の
頭
文
字
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
３
市
連
携
の
シ
ン
ボ
ル
ネ
ー
ム
で
あ
る
。

　

安
芸
市
は
、
有
名
な
作
曲
家
、
弘
田
龍
太

郎
（
１
８
９
２
年
～
１
９
５
２
年
）
を
生
ん

だ
童
謡
の
里
で
あ
る
。
本
年
度
は
彼
の
生
誕

１
２
０
周
年
記
念
に
あ
た
る
た
め
、
そ
の
記

念
と
第
29
回
安
芸
市
民
音
楽
祭
を
合
同
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
、
阿
南
合
唱
団
が
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

弘
田
龍
太
郎
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る

童
謡
を
数
多
く
作
曲
し
た
人
で
あ
り
、「
鯉

の
ぼ
り
」「
叱
ら
れ
て
」「
浜
千
鳥
」「
雀
の

学
校
」「
春
よ
来
い
」
な
ど
、
昔
誰
も
が
口

ず
さ
ん
だ
曲
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
安
芸
市
に

は
、
彼
の
曲
碑
が
10
基
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

交
流
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の

は
７
月
上
旬
。
市
や
県
の
合
唱
祭
で
発
表
し

た
曲
の
ほ
か
に
、
弘
田
龍
太
郎
を
表
敬
し
、

「
浜
千
鳥
」「
靴
が
鳴
る
」
を
選
曲
し
、
鳥
海

俊
江
先
生
の
指
導
の
も
と
、
練
習
に
取
り
組

ん
だ
。

　

交
流
会
は
８
月
26
日
、
団
員
25
人
と
市
文

化
協
会
の
方
々
を
含
め
36
人
で
会
場
の
安
芸

市
民
会
館
へ
出
発
す
る
。
出
発
時
に
降
り
出

し
て
い
た
雨
は
、
到
着
す
る
な
り
晴
れ
と
な

る
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
本
番
の
ス

テ
ー
ジ
は
、
う
た
い
や
す
い
雰
囲
気
に
満
ち

て
お
り
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
う
た
い
上

げ
、
客
席
か
ら
の
拍
手
を
聞
く
な
り
、
団
員

一
同
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
。

　

そ
の
後
、
室
戸
市
民
合
唱
団
が
「
雨
～
春

よ
来
い
」
を
メ
ド
レ
ー
で
、
コ
ー
ラ
ス
ひ
な

げ
し
が
「
叱
ら
れ
て
」
ほ
か
を
、
安
芸
市
民

合
唱
団
が
「
鯉
の
ぼ
り
」
ほ
か
を
熱
唱
し
た
。

さ
す
が
〝
童
謡
の
里
〟
で
あ
る
と
感
心
す
る

と
同
時
に
、
弘
田
龍
太
郎
の
名
曲
の
数
々
を

美
し
い
響
き
の
合
唱
で
聴
く
こ
と
が
で
き
、

童
謡
の
よ
さ
、
合
唱
の
素
晴
ら
し
さ
に
浸
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

音
楽
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ス
テ
ー
ジ
と

観
客
が
一
体
と
な
り
「
浜
千
鳥
」
を
大
合
唱

し
、
童
謡
の
里
ら
し
い
素
晴
ら
し
い
仲
間
の

温
も
り
が
会
場
全
体
を
包
ん
で
い
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
の
交
流
会
は
、
文
化
協
会

や
各
合
唱
団
の
活
動
報
告
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
各
市
の
音
楽
を
通
し
て
の
地
域
へ
の
活

動
の
様
子
や
文
化
活
動
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
を
し
た
。
安
芸
市
民
合
唱
団
か
ら
は
、「
光

の
ま
ち
阿
南
」
を
も
っ
と
知
り
た
い
！
と
い

う
意
見
も
出
さ
れ
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た〝
牛

岐
城
趾
〟
の
輝
く
美
し
さ
を
実
際
に
見
に

来
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。
話
は
尽
き

な
か
っ
た
が
交
流
会
は
終
了
と
な
る
。

　

合
唱
で
つ
な
が
り
、〝
友
情
の
輪
〟
が

大
き
く
広
が
っ
た
こ
の
一
日
は
貴
重
な
体

験
と
な
り
、
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
と
な
っ

た
。
こ
の
日
行
け
な
か
っ
た
曲
碑
巡
り

は
、
交
流
を
深
め
て
近
い
う
ち
に
実
現
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
安
芸
市
民
音
楽

祭
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
音
楽

文
化
の
向
上
や
あ
ら
ゆ
る
文
化
の
向
上
発

展
に
微
力
で
あ
る
が
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

第１号曲碑「浜千鳥」昭和53年建立

⑹
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化
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流　
安
芸
市
民
音
楽
祭
に
参
加
し
て



　表紙の写真は、１月13日に市民会館で行われた成人
式に出席した新成人の皆さんです。旧友との再会を喜
び、決意を新たに大人としての第一歩を踏み出した、
新成人の笑顔がキラリと輝いていました。今年の新成
人該当者数は783人で、成人式には659人の方が出席
しました。

　話しは変わりまして、阿南市を舞台に繰り広げられた歴史ドラマを
掘り起こし、地域の活性化につなげようとする「新開遠江守隊」の取
組は、まさに温故知新。「歴史は勝者によってつくられてきた」といわ
れますが、その裏側には敗者の足跡も…。同隊は、そんな足跡にも光
を当てています。歴史を知ることは、町を知ることであり、未来の創造
にもつながると考えます。市制施行２万日の足跡もまた同じように…。
� （山田）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診
できます。
●休日昼間　9：00 〜 17：00

２月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、阿
南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～ 23：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）�

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 井原医院 見能林町 ☎ 21-0021
１０日 富永医院 羽ノ浦町 ☎ 44-2123
１１日 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎ 44-1010
１７日 玉真病院 宝 田 町 ☎ 23-0551
２４日 殿谷整形外科医院 津乃峰町 ☎ 27-3334

�開催日　 �時間　 �場所　 �予約受付　 �問い合わせ先

24日㈰ 8：30～17：00　市役所本庁１階
問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

２月の市税日曜相談窓口

■２月の納期限　分割納付の第３期　２月28日㈭
問い合わせは　下水道課（☎ 22‒1796）へ

 公共下水道受益者負担金

２月の平日延長窓口
6日㈬、20日㈬ 17：15～ 18：15　市役所本庁１階
●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
　　　　　　　　　　　 市民生活課（☎２２－１１１６）へ
●納税相談　納税課（☎２２－１７９２）へ

２月の相談

５月の市税スポーツ施設の２月の休館日
サンアリーナ（温水プール） ４・12・１８・２５日
那賀川スポーツセンター ６・13・２０・２７日
羽ノ浦総合国民体育館 ４・12・１８・２５日
羽ノ浦健康スポーツランド ４・12・１８・２５日
県南部総合運動公園 ５・12・１９・２６日

人口　77,406 人（−49）　世帯数 29,997 世帯（ー16）
（男）　37,323 人（−24）� � �
（女）　40,083 人（−25）　

人口と世帯数

●平成24年12月末日現在
　カッコ内は前月対比
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法律相談（要予約）   7日㈭・21日㈭
�13：30～ 16：30　 �市役所１階　市民相談室
�１ヵ月前から　 �市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談  12日㈫・26日㈫
�9：30～ 11：30　 �市役所１階　市民相談室
�市民生活課　☎ 22―1116

登記相談   　22日㈮
�14：00～ 16：00　 �ひまわり会館１階
�市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
�9：30～ 16：30　 �消費生活センター
�消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談 6 日㈬
�13：30～ 16：00　 �富岡公民館・那賀川社会福祉会
館　応接室　 �人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談     20日㈬
�13：30～ 16：00　 �ひまわり会館１階
�人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
�5・12・19・26日　 13：00～ 17：00
�8・22日　 13：00～ 16：00
�市民会館２階　相談室　 �随時
�男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約）
�9：00～ 15：30　 �市商工業振興センター
�１ヵ月前から電話による完全予約制
�徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※ 3月の相談日は7日㈭です

健康相談      1日㈮
�10：00～ 11：00　 �ひまわり会館１階
�保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約） 　21日㈭
�10：00～ 11：00　 �ひまわり会館１階　 �前日まで
�保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談     10日㈰
�9：00～ 12：00　 �富岡公民館２階
�教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
�月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00～ 12：00
�子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 　4日㈪･18日㈪・25日㈪
�10：00～ 15：00�　 �市民会館内社会福祉協議会
�社会福祉協議会　☎ 23―7288

今月はありません
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各
地
の
大
名
が
覇
権
を
争
い
、
日
本
全
土
で

戦
い
を
繰
り
広
げ
た
群
雄
割
拠
の
戦
国
期
、
現

在
の
阿
南
市
の
礎
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る
武

将
、
新
開
氏
一
族
の
歴
史
ド
ラ
マ
が
今
に
よ
み

が
え
る
―
。

　

埋
も
れ
ゆ
く
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
昨
年
９
月
、
富

岡
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て

「
新し

ん
が
い
と
お
と
う
み
の
か
み
た
い

開
遠
江
守
隊
」
が
結
成
さ
れ
た
。
市
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
15
人
の
有
志
が
、
散
逸
し
た
歴

史
資
料
を
収
集
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
育
成
や
歴
史
・
観
光
マ
ッ
プ
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
等
と

も
連
携
。
戦
国
武
将
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
「
阿

南
お
も
し
ろ
戦
国
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
」
の
実
施

に
向
け
て
、
準
備
に
余
念
が
な
い
。

　

昨
年
９
月
30
日
、中
世
阿
波
国
の
牛
牧
庄（
富

岡
町
）
領
主
で
牛
岐
城
主
だ
っ
た
新
開
実
綱

（
１
５
８
２
年
没
）
の
４
３
０
回
忌
法
要
が
正

福
寺
で
営
ま
れ
た
。
同
協
議
会
の
会
員
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
者
が
歴
史
談
義
に
花
を
咲
か

せ
る
中
、
胸
の
内
で
温
め
て
き
た
〝
歴
史
資
源

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〟
へ
の
思
い
が
「
新

開
遠
江
守
隊
」
を
生
ん
だ
の
だ
。
世
話
人
の
松

田
満
樹
さ
ん
（
68
歳
・
富
岡
町
）
は
語
る
。「
実

際
に
現
地
に
足
を
運
び
、
史
実
の
一
つ
一
つ
を

自
分
た
ち
な
り
に
確
か
め
な
が
ら
思
い
を
巡
ら

せ
て
み
る
と
、
物
語
と
な
る
要
素
に
あ
ふ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
地
の
利
の
良
さ
や

自
然
の
豊
か
さ
に
気
付
く
こ
と
も
、
歴
史
探
訪

の
魅
力
の
一
つ
。歴
史
を
考
え
、語
り
継
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

そ
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」。

　

手
作
り
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
市
内
に
点

在
す
る
城
跡
や
戦
国
武
将
ゆ
か
り
の
地
な
ど
30

カ
所
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
じ
っ
く
り
と
見
て

回
れ
ば
、
軽
く
２
日
は
費
や
す
コ
ー
ス
。
地
元

住
民
な
ら
で
は
の
ガ
イ
ド
で
旅
路
に
一
興
を
添

え
る
。
近
い
将
来
、
阿
南
で
も
武
者
行
列
も
し

て
み
た
い
、
と
夢
は
膨
ら
む
一
方
だ
。

　

現
在
、
会
員
募
集
中
！

　

�

「
新
開
遠
江
守
隊
」
世
話
人　

松
田
満
樹

（
☎
０
９
０
‐
１
１
７
１
‐
１
４
６
４
）
へ

三好長慶武者行列まつりに参加。県内外の歴史
愛好家と交流を深めた。（平成 24 年 11月４日）

４
３
０
回
忌
法
要
の
様
子


